
きらめく笑顔
ひろがる安全

10
月
７
日
、
真
庭
消
防
署
で

幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
員
一
日
入
署

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
中
和
保
育

園
、
八
束
こ
ど
も
園
、
川
上
こ

ど
も
園
の
園
児
ら
が
消
防
士
に

な
り
き
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
体

験
に
挑
戦
。
こ
の
写
真
は
、
園

児
た
ち
が
放
水
体
験
を
し
て
い

る
場
面
で
す
。
こ
の
ほ
か
に
も
、

煙
道
体
験
や
火
事
か
ら
の
脱
出

ゲ
ー
ム
、
着
衣
着
火
対
応
学
習

な
ど
を
通
し
て
、
楽
し
み
な
が

ら
防
火
の
大
切
さ
や
命
を
守
る

方
法
を
学
ん
で
い
ま
し
た
。

令和6年度決算　     P02～
市政トピックス      P06～
お知らせ　　  　　 P08～
真庭が好きっ読者の広場   P16～
真庭人　藤田鴻汰さん  P20～
健康のススメ　　　　　　 P21～
ぐるっと真庭  まちの話題   P22～
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歳出 369億3,178万円 歳入 386億5,167万円

商工費
8億1,148万円（2.2％）

消防費
14億2,637万円
（3.9％）

教育育費費費費費費
40億億億8億8億88,5,5,5,5,5,506060606万円万円万円万円万円万円円円億
（11.1111％）％）％）％）％）％）％）％）％）％）％）％

公公公債公債公債公債費費費公公債費費費
円万円万円円505050億億3億3億3,8,8,8,8515 万万万万円円円円

（（（（（131 .6.6％）％）％）％）

災害害復旧費
6,3776万円
（0.22％）

農農林水産業費
228億1,087万円（7.6％）

土木費
31億8,339万円
（8.6％） など負担金・使用料な

億 , 万5億1,787万円（（ 31.3％）
国庫支出金
37億2,873万円873万円（（9.6 ）％）

県支出金
17億8,605万円（4.6％）
地方譲与税など地方譲与税など
20億4,531万円
（5.3％）

地方地方地方地方地方地方地方地方地方地方地方地方地方地方地方交付交付交付交付交付交付交付交付交付交付交付付付付税税税税税税税税税税税税
15015111111111 0億0億0億0億0億0億0億0億0億0億0億億2,2,22,2,2,2,2,2,2,444444448484848484848448444 5万5万5万5万5万5万5万5万5万5万5万万万万円円円円円円円円円円円円円円円円円150億 （（（（（（（（（（（（（38.938383838383838383 9999938.9％）％

市税 49億8,029万円（12.9％）議会費 2億6,207万円（0.7％）
繰繰入金・繰越金
41億8,676万円（10.8％）

総務費
46億3,359万円46億3 （12.5％））

諸支出金
12億2,196万円億2,196万円（（3.33.3％）％）

民生民生民生民生民生民生生生生生生生生民生民生民生生生生生民生費費費費費費費費費費費費費民民民民民民民民民民民民
8383838383383億億億9億9億9億9億9億9億9億9億9億9,3,3,3,3,3,3,3,3,3,3,3,3,3,3,3,3,3,336464646464646464444464646444644万円万円万円万円万円万円万円万円万円万円万円万円万円万円万円万円万円万円円円円円円8383838383 円円円円
（（（（（（（（（（（（（（（（（22222222222222222222.7.7.7.7.7.77.7.7.7.7.777.7.7.7.7.7.7.7％）％）％）％）％）％）％）％）％）％）％）％）％）％）％）％）％）％）％））

生衛生生衛生衛生衛生衛生衛生衛生衛生衛生衛生衛生衛生衛生衛生生生生衛生衛生費費費費費費費費費費費
08万円50505050505050500億億億億億1億1億1億1億1億億億億1008080808080808万万万万万万万万万万万万万万08万

（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（13.513131313131313133 55513 5％）

財産収入・
諸収入など入入
4億34144444444444444444444億344444億億億億億4億141414141414144414141414141414444444億4億 ,374万円374万
（3.7％）％

自主自主自主自主自主自主自主自主自主自主自主自主自主主主主主主自主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主財源財源財源財源財源財財財源財財財財財
万万万万万万万万万万円円円円円円円円円円円円円円円円円円円円円円円万万万11111111111111111111 1億1億1億1億1億1億1億1億1億億 万万万万万万万万億億億億億億1,1,1,1,1,111,86868686868686868686866万6万6万6万6万6万6万6万6万6万6万万6万万万

（（（（（（（（（（（（（（（29292929299292292 ％）％）％）％）％）％）％）％）％）％）％）％）％）％）％）％％）

市債
49億4,88888888,8808080 万円万円万円万円万円万円万円万円円円円円4,84
（（12.88888％）％）％）％）％）％）％）％）％）％）％

依依依依存依存依存依存依存依依存依存存存存存存財財源財源財源
2727272727275億5億5億55億億億億3,3,3,3,3,3,3330303030301万1万1万1万1万1万1万1万万1万万円円円円円円円円円円円
（（（（（（（（（（（（（（（7177171717171717171777 ％％％）％）％）％）％）％）％）％）％％）％）％）％）％）％）％）％％）％）％）％）％）％）％）％）％

　

一
般
会
計
は
、
教
育
や
福
祉
、
土
木
と
い
っ

た
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
た
め
の
会
計
で
す
。

歳
入
の
総
額
は
3
8
6
億
5
1
6
7
万
円
、
歳

出
の
総
額
は
3
6
9
億
3
1
7
8
万
円
で
、
差

し
引
き
を
す
る
と
17
億
1
9
8
9
万
円
で
す
。

た
だ
し
、
こ
の
中
に
は
翌
年
度
に
繰
り
越
し
て

行
う
事
業
の
経
費
も
含
ま
れ
て
い
る
た
め
、
実

質
13
億
6
3
0
1
万
円
の
黒
字
で
す
。

一
般
会
計
の
決
算
概
要

真庭市キャラクター
まにぞう

令
和
6
年
度（
２
０
２
4
年
度
）

決
算
状
況
を

お
知
ら
せ
し
ま
す

市税の内訳

※2、3ページに記載の数値は、表示単位未満は
四捨五入のため、合計額、差引額などが一致
しない場合があります。

市民税
個人市民税
　法人市民税

18億4,377万円
　15億  639万円
　3億3,739万円

固定資産税 25億9,990万円
軽自動車税 2億1,588万円
市町村たばこ税 3億  103万円
鉱産税 39万円
入湯税 1,931万円

1
年
間
の
事
業

の
内
容
を
歳
入（
収

入
）
と
歳
出
（
支
出
）

で
表
し
た
、
令
和
６

年
度
の
決
算
が
ま
と

ま
り
ま
し
た
。
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ま
た
、
財
政
構
造
の
弾
力
性
を
示
す
経
常
収

支
比
率
は
94
・
2
㌫
と
前
年
度
と
比
較
し
て

0
・
8
㌽
上
昇
。
主
に
地
方
交
付
税
な
ど
の
財

源
収
入
の
増
加
を
物
件
費
や
人
件
費
な
ど
の
経

常
一
般
財
源
の
増
加
が
上
回
っ
た
こ
と
に
よ
る

も
の
で
す
。
引
き
続
き
高
い
水
準
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
経
常
経
費
の
効
率
的
な
管
理
に
さ
ら
な

る
努
力
と
工
夫
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
財
政
力
指

数
は
0
・
2
9
6
と
前
年
度
に
比
べ
0
・
0
0
4

㌽
上
昇
し
、
3
年
連
続
で
上
昇
し
ま
し
た
。

　

主
な
事
業
と
し
て
、
み
ん
な
で
は
ぐ
く
む
子

育
て
の
ま
ち
の
実
現
に
取
り
組
む
「
こ
ど
も
は
ぐ

く
み
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
お
け
る
保
育
園

施
設
整
備
費
や
学
習
交
流
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業

の
ほ
か
、「
共
生
の
地
域
社
会
ま
に
わ
」
の
実

現
を
目
指
す
総
合
計
画
推
進
事
業
、
持
続
可
能

な
地
域
づ
く
り
を
市
民
と
と
も
に
つ
く
る
Ｊ
Ｒ

利
用
促
進
事
業
、未
来
に
向
け
た
「
回
る
経
済
」

の
推
進
と
脱
炭
素
へ
の
挑
戦
を
続
け
る
生
ご
み

等
資
源
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
蒜
山
分
署
を
整
備

し
消
防
体
制
を
強
化
す
る
消
防
分
署
庁
舎
整
備

事
業
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
事
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

財
政
健
全
化
判
断
比
率
を
見
る
と
、
実
質
赤

字
比
率
、
連
結
実
質
赤
字
比
率
は
と
も
に
黒
字

で
あ
り
、
将
来
負
担
比
率
は
前
年
度
に
引
き
続

き
充
当
可
能
な
財
源
が
将
来
負
担
額
を
上
回
っ

た
た
め
、
と
も
に
算
定
な
し
と
な
り
ま
し
た
。

実
質
公
債
費
比
率
は
10
・
8
㌫
と
、
前
年
度
と

比
較
し
て
0
・
1
㌽
低
下
す
る
な
ど
、
早
期
健

全
化
基
準
を
大
き
く
下
回
っ
て
い
ま
す
。

令和6年度の財政健全化判断比率の状況

※ 1　地方公共団体の財政が一定の水準を超えて
悪化したと判断される「健全化判断比率」の指
標の一つ。この数値を下回ることが望ましい

※ 2　資金不足額がないため、「－」を記載
※ 3　充当可能な財源が将来負担額を上回ってい
るため、「－」を記載

指標 説明 真庭市の
比率

早期健全化
基準（※1）

実質赤字
比率

一般会計を対象とした実質赤
字額の標準財政規模に対する
比率

－ 12.49%

連結実質
赤字比率

全会計を対象とした実質赤字
額（または資金の不足額）の標
準財政規模に対する比率

－ 17.49%

実質公債
費比率

一般会計が負担する元利償還
金および準元利償還金の標準
財政規模に対する比率

10.8％ 25%

将来負担
比率

一般会計などが将来負担すべ
き実質的な負債の標準財政規
模に対する比率

－ 350%

経常収支比率

市税や地方交付税のような使
い道が自由な収入に対する、
人件費や扶助費といった必ず
支出しなければならない経費
の割合

94.2％ －

財政力指数
毎年の行政活動に必要なお金
をどのくらい自治体が自力で
調達できるかを表したもの

0.296 －

健
全
化
判
断
比
率

※2

※2

※3

令
和
6
年
度
に
行
わ
れ
た

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み

三座館 （学習交流センター）

令
和
6
年
度
の
財
政
状
況

消防署
蒜山分署

久世第二こども園
（仮称）イメージ図
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特
別
会
計
は
、
特
定
の
歳
入
（
保
険

料
や
使
用
料
な
ど
）
で
行
う
事
業
の
会

計
で
、
一
般
会
計
と
は
区
別
さ
れ
て
い

ま
す
。
真
庭
市
に
は
現
在
8
つ
の
特
別

会
計
が
あ
り
ま
す
。
歳
入
の
総
額
は

1
2
0
億
8
6
2
2
万
円
、
歳
出
の
合
計

は
1
1
9
億
3
3
5
3
万
円
で
、
差
し
引

き
す
る
と
1
億
5
2
6
8
万
円
の
黒
字
と

な
り
ま
す
。

　

特
別
会
計
は
、
原
則
特
定
の
歳
入
で
行

う
事
業
で
す
が
、
そ
の
一
部
に
つ
い
て
は

国
が
示
す
基
準
に
沿
っ
て
、
一
般
会
計
か

ら
の
繰
出
金
を
「
繰
入
金
」
と
し
て
入
れ

て
補
っ
て
い
ま
す
。
令
和
6
年
度
繰
入
金

の
総
額
は
18
億
3
5
4
2
万
円
で
す
。

特別会計

特
別
会
計
の
決
算
概
要

湯本温泉館

クリエイト菅谷

津黒高原荘

会計名 歳入額 歳出額 差引額 一般会計からの
繰入金

国民健康保険 46億5,860万円 46億3,313万円 2,547万円 4億7,416万円

後期高齢者医療 8億5,905万円 8億5,833万円 71万円 2億4,872万円

介護保険 63億883万円 62億429万円 1億454万円 9億9,090万円

介護保険
（介護サービス事業勘定） 5,917万円 5,715万円 201万円 3,386万円

浄化槽事業 4,124万円 4,064万円 60万円 3,809万円

津黒高原観光事業 2,833万円 2,372万円 461万円 2,825万円

クリエイト菅谷事業 726万円 726万円 0円 726万円

温泉事業 1億2,374万円 1億901万円 1,473万円 1,417万円

合計 120億8,622万円 119億3,353万円 1億5,268万円 18億3,542万円

※表示単位未満は四捨五入のため、合計額、差引額などが一致しない場合があります。
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公
営
企
業
会
計
と
は
、
自
治
体
で
も
収
益
が

認
め
ら
れ
て
い
る
事
業
の
会
計
で
す
。
真
庭
市

に
は
現
在
3
つ
の
公
営
企
業
会
計
が
あ
り
ま

す
。
日
々
の
営
業
活
動
に
必
要
な
収
益
的
収
支

と
、
施
設
の
改
良
な
ど
に
必
要
な
資
本
的
収
支

に
分
け
て
経
理
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

独
立
採
算
が
原
則
で
、
企
業
会
計
の
方
式
に

よ
っ
て
経
営
し
て
い
ま
す
。

　

公
営
企
業
会
計
も
、
特
別
会
計
と
同
様
に
原

則
特
定
の
歳
入
で
行
う
事
業
で
す
が
、
そ
の
一

部
に
つ
い
て
、
国
が
示
す
基
準
に
沿
っ
て
一
般

会
計
か
ら
の
補
助
金
や
負
担
金
な
ど
で
補
っ
て

い
ま
す
。
令
和
6
年
度
の
補
助
金
・
負
担
金
な

ど
の
総
額
は
20
億
1
5
5
4
万
円
で
す（
な
お
、

水
道
事
業
の
補
助
金
・
負
担
金
に
は
受
益
者
で

あ
る
他
市
町
村
か
ら
の
負
担
金
を
含
み
ま
す
）。

公
営
企
業
会
計
の
決
算
概
要

湯原温泉病院事業

水道事業

下水道事業

収益的収支 （医業収益などの収支）
病院事業収益 12億6,376万円
病院事業費用 14億5,597万円
差引額 ▲1億9,221万円
資本的収支 （医療機器整備などの収支）
資本的収入 1億5,880万円
資本的支出 1億9,756万円
差引額 ▲3,876万円
補助金・負担金など 3億4,685万円

収益的収支（維持管理の収支）
水道事業収益 13億443万円
水道事業費用 11億1,340万円
差引額 1億9,103万円
資本的収支（施設建設などの収支）
資本的収入 4億3,802万円
資本的支出 9億8,396万円
差引額 ▲5億4,594万円
補助金・負担金など 4億4,613万円

収益的収支（維持管理の収支）
下水道事業収益 17億2,757万円
下水道事業費用 16億7,514万円
差引額 5,243万円
資本的収支（施設建設などの収支）
資本的収入 11億4,919万円
資本的支出 18億2,028万円
差引額 ▲6億7,109万円
補助金・負担金など 12億2,256万円

決算は、真庭市公式ウェブサイト
でも公開しています。
真庭市   決算 検索

▲下水道事業
　会計

▲水道事業
　会計

▲一般会計 ・
　特別会計

病床数は105床で、年間患者数は
入院外来合わせて47,716人。

気になった決算の
内容は、ホームページ
でも詳しく確認が
できるよ

湯原温泉病院

西河内第2浄水場

落合浄化センター

Maniwa05



9
月
20
日
か
ら
26
日
ま
で
、
マ
ル
ナ
カ
北
房
店
、
プ
ラ
ム
タ

ウ
ン
真
庭
、
市
役
所
本
庁
舎
で
「
真
庭
万
博
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
真
庭
市
は
2
0
5
0
年
の
二
酸
化
炭
素
排
出
量
実
質
ゼ

ロ
を
目
指
し
て
お
り
、
脱
炭
素
を
自
分
事
と
し
て
考
え
て
も
ら

お
う
と
今
回
初
開
催
。
各
会
場
で
は
、
市
内
企
業
・
団
体
の
脱

炭
素
へ
の
取
り
組
み
を
紹
介
す
る
パ
ネ
ル
展
示
を
実
施
し
た
ほ

か
、
市
役
所
本
庁
舎
の
会
場
で
は
、
Ｅ
Ｖ
カ
ー
や
電
動
キ
ッ
ク

ボ
ー
ド
の
試
乗
、
真
庭
産
野
菜
の
販
売
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
＆

脱
炭
素
ア
ク
シ
ョ
ン
を
楽
し
く
学
べ
る
エ
シ
カ
ル
カ
ー
ド
の
配

布
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
25
日
に
は
ミ
ス
日
本「
水
の
天
使
」

高
坂
実
優
さ
ん
が
登
場
し
、
真
庭
万
博
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

脱炭素への挑戦！真庭万博脱炭素への挑戦！真庭万博
脱炭素を自分事に脱炭素を自分事に

10
月
9
日
、
市
は
株
式
会
社
イ
ズ
ミ
と

包
括
連
携
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
の
達
成
、
地
産
地
消
の
推
進
や
地
場

産
品
の
開
発
・
販
売
、
観
光
情
報
の
発
信

や
子
育
て
支
援
、
地
域
防
災
へ
の
協
力
な

ど
、
昨
年
6
月
に
締
結
し
た
防
災
協
定
と

併
せ
て
、
多
岐
に
わ
た
る
分
野
で
連
携
を

強
化
し
ま
す
。
双
方
が
持
つ
人
や
モ
ノ
を

有
効
活
用
し
て
、
地
域
の
活
性
化
や
市
民

サ
ー
ビ
ス
を
よ
り
充
実
さ
せ
、
市
内
外
か

ら
多
く
の
人
に
来
て
も
ら
え
る
よ
う
魅
力

向
上
を
目
指
し
ま
す
。

10
月
2
日
、
富
原
小
学
校
で
、
蒜
山
地

域
の
伝
統
的
工
芸
品
で
県
の
重
要
無
形
民

俗
文
化
財
の
、
郷
原
漆
器
を
学
ぶ
体
験
授

業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。5
、6
年
生
の
児

童
ら
が
、
蒜
山
郷
土
博
物
館
の
前
原
茂
雄

館
長
か
ら
郷
原
漆
器
に
関
す
る
歴
史
文
化

を
、郷
原
漆
器
の
館
の
デ
ー
ビ
ッ
ド
・
デ
ィ

ロ
ン
グ
館
長
か
ら
漆
器
の
特
徴
や
作
り
方

を
教
わ
っ
た
後
、
豆
皿
に
色
漆
で
絵
を
描

く
絵
付
け
体
験
を
し
ま
し
た
。
本
物
の
工

芸
品
に
触
れ
、
体
験
を
通
し
て
真
庭
の
伝

統
文
化
を
学
ん
で
い
ま
し
た
。

包
括
連
携
協
定
を
締
結

地
域
活
性
化
に
向
け
て
連
携
強
化

富
原
小
学
校  

郷
原
漆
器
体
験
授
業

真
庭
の
伝
統
文
化
を
学
ぶ

協定書に署名する太田市長と田部執行役員GMS本部長

漆器に絵付けをする児童

ミス日本「水の天使」の
高坂実優さんが登場

脱炭素への取り組みを
紹介したパネル

エシカルカード

真庭万博の大屋根リング （本庁舎の回廊）の前で各ブースが展開
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大阪関西万博で存在感を示した真庭！
　「いのち輝く未来社会のデザイン」をテーマにした万博
が10月13日に閉幕しました。来場者がうなぎ上りに増え
て、最終的には約2,900万人に達しました。その中で真庭
市はかなりの存在感を示しました。それを紹介します。

＜建築物では＞
　会場に近づくと、海にまで入った円周2,025ｍ、高さ
20ｍの巨大な木組みの威容を誇る構造物「大屋根リン
グ」に驚かされます。この木材の 3分の 2が真庭の銘建
工業と関係会社の製造です。かやぶき屋根の「EARTH 
MART（アースマート）」は建築家の隈研吾氏の設計で、
屋根の一部に蒜山のかやが使用されました。

＜展示、出展関係では＞
　万博で展示された「世界一大きな絵」の一枚（ 5ｍ×
5 m）を県代表として樫邑小学校の児童が制作したほか、
岡山県出展ブースや政府の地方創生SDGsフェスに真庭
の銘品などを展示しました。

＜イベントへの出演＞
　 7月にウーマンズパビリオンで、私や阪急阪神百貨店
社長などが地域ブランディングや共創チャレンジ、目指
す未来像についてトークセッションをしました。また、
8月14日、15日には、フェスティバルステーションで「未
来をつむぐ、草原・湖と人の関係性」のイベントを開催
し、サステナブルな真庭の取り組みや蒜山を多数の来場
者に知ってもらう機会になりました。さらに、9月には
万博協会が主催する「地球の未来と多様性　経済循環の
実現」というトークセッションが開催され、私もパネリ
ストとして参加しました。

＜万博会場での受賞＞
　万博のテーマにふさわしい各種表彰が行われました
が、「COOL  JAPAN  AWARD 2025」において「勝山の暖 」
の取り組みが表彰されました。加えて、閉会日に、真庭
市の「生ごみ資源化事業」が、SDGsの達成に貢献し、未
来社会を共に創り上げていくことを目指すものと評価さ
れ、「TEAM EXPO2025」の「アクティブ賞」を受賞し
ました。

＜市民の万博訪問支援＞
　JRの株主優待券を活用して子どもの万博見学や高校
生の視察を支援しました。

＜万博の遺産をつないで！＞
　このように真庭が存在感を示すことができましたが、
これは地域資源を活用して循環型社会を作ることを目指
し、SDGs市民運動をしてきた真庭市民皆さんの成果であ
ります。これに確信を持ち、さらに歩みを進めていこう
ではありませんか。なお、あの敷地の多くが今後、遊興
と商業主義の場になることに寂しさを覚えますが、願わ
くば、一人一人が互いの多様性を認め、いのち輝く未来
社会を目指す動きが日本と世界において強まっていきま
すように。

10
月
12
日
、
勝
山
文
化
セ
ン
タ
ー
で
、

お
か
あ
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
宅
配
便
「
フ
ァ

ン
タ
ー
ネ
！
小
劇
場
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
市
制
施
行
20
周
年
を
記
念
し
た
公
演

に
、
市
内
外
か
ら
約
1
0
5
0
人
の
親
子

連
れ
ら
が
来
場
。
子
ど
も
た
ち
は
フ
ァ
ン

タ
ー
ネ
！
の
仲
間
た
ち
や
、
う
た
の
お
ね

え
さ
ん
に
合
わ
せ
、
踊
っ
た
り
、
歌
っ
た

り
し
て
、
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
ホ
ー
ル

の
外
で
は
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
や
、
ど
ー
も

く
ん
と
の
フ
ォ
ト
ス
ポ
ッ
ト
も
人
気
で
、

長
い
列
が
で
き
て
い
ま
し
た
。

10
月
12
日
、
真
庭
市
く
ら
し
の
循
環
セ

ン
タ
ー
で
、
ま
に
く
る
ー
ん
祭
が
初
め
て

開
か
れ
ま
し
た
。
施
設
の
見
学
ツ
ア
ー
で

は
、
生
ご
み
が
バ
イ
オ
液
肥
に
生
ま
れ
変

わ
る
仕
組
み
や
、
ご
み
の
正
し
い
分
別
方

法
を
、
参
加
者
ら
が
興
味
深
く
学
ん
で
い

ま
し
た
。
ま
た
、
マ
ル
シ
ェ
も
開
か
れ
、

リ
ユ
ー
ス
食
器
を
使
用
し
た
飲
食
店
の
出

店
や
リ
サ
イ
ク
ル
品
の
販
売
、
牛
乳
パ
ッ

ク
で
作
る
小
物
入
れ
や
、
不
要
な
ガ
ラ
ス

瓶
と
和
紙
で
作
る
ラ
ン
タ
ン
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

「
フ
ァ
ン
タ
ー
ネ
！
小
劇
場
」開
催

踊
っ
て
歌
っ
て
楽
し
ん
で

ま
に
く
る
ー
ん
祭
初
開
催

楽
し
く
資
源
循
環
を
体
感

樫西和紙と廃材でランタンづくり

やころ、みもも、ルチータが会場を盛り上げました
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真庭市の人口

代表電話番号
（地域振興課・出張所）

総数    40,078人(-47)
男      19,315人(-15)
女      20,763人(-32)
世帯数  17,316世帯(-2)
令和7年10月1日現在
（  ）は前月との比較

▶本庁舎
　TEL 0867-42-1111
FAX 0867-42-1341

▶蒜山振興局
　TEL 0867-66-2511
FAX 0867-66-4401

▶北房振興局
　TEL 0866-52-2111
FAX 0866-52-4496

▶落合振興局
　TEL 0867-52-1111
　FAX 0867-52-1939
▶勝山振興局
　TEL 0867-44-2607
FAX 0867-44-4569

▶美甘振興局
　TEL 0867-56-2611
FAX 0867-56-2033

▶湯原振興局
　TEL 0867-62-2011
FAX 0867-62-2097

▶中和出張所
　TEL 0867-67-2111
FAX 0867-67-2205

▶川上出張所
　TEL 0867-66-3611
FAX 0867-66-4402

▶真庭市消防本部
　TEL 0867-42-1190
　FAX 0867-42-1672

資源ごみの捨て方

12月7日、21日、26日、29日

ご理解とご協力を

期間内に予約を

問  環境課　℡  0867-42-1113(℻7455）
　  Email：kankyoh@city.maniwa.lg. jp

問  環境課　℡  0867-42-1113(℻7455）
　  Email：kankyoh@city.maniwa.lg. jp

真庭市
ホームページ

　令和 7年 1月から資源ごみの排出方法が変わっています。ごみを出す際は
以下のことにご注意ください。ご理解とご協力をお願いします。

　クリーンセンターまにわ、南部地区中継施設（旧コスモスクリーンセンター）
へのごみの持ち込みについて、下記の受入日は、事前予約が必要です。

「資源ごみ袋」についてお願い

クリーンセンターまにわ、南部地区中継施設 （旧コスモスクリーンセンター） 持ち込み

12月は予約制の日があります

真庭の子どもたちの写真募集中

・無色透明、または無色半透明の袋で出してください（10kg以下）。
・破れにくく丈夫な袋で出してください （ビンなどは収集時に破れると危険）。
・名前を書いて出してください。

▶予約が必要な日および予約受付期間
　・12月 7 日㈰　予約受付期間：11月10日㈪～12月 5 日㈮
　・12月21日㈰　予約受付期間：11月25日㈫～12月19日㈮
　・12月26日㈮　予約受付期間：11月28日㈮～12月25日㈭
　・12月29日㈪　予約受付期間：12月 1 日㈪～26日㈮
▶予約方法　住んでいる地域の持ち込み施設に電話
▶予約先
　・北房、落合地域在住の人：南部地区中継施設（旧コスモスクリーンセンター） ℡  0866-52-4230
　・久世、勝山地域在住の人：クリーンセンターまにわ　℡  0867-42-7453
　※北部地区中継施設（旧真庭北部クリーンセンター）（湯原、美甘、蒜山地域在住の人）は事前予約不要です。
▶予約に必要な情報
　①氏名、②住所、③電話番号、④ごみの種類、⑤持ち込み希望時間、
　⑥持ち込み車両のナンバー

問  子育て支援課   ℡  0867-42-1054 （℻1388）

　市のホームページや刊行物な
どへ掲載する、お子さんや家族
の楽しそうな写真を募集します。
ぜひご応募ください。

▶応募期限　11月30日㈰

応募フォーム 真庭市ホームページ
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こども110番
に参加、

登下校の見守り
活動をする

▶日時　11月16日㈰　午前10時～午後 3時　
▶場所　勝山文化センター　
▶内容　ステージショー、親子で楽しめるワークショップ、外の遊

び場、子どもの権利すごろく、子ども・子育て用品のお譲
り会、働く車の展示、ふわふわエア遊具、マルシェなど。
こどもまんなか応援サポーターによるブースもあります。

〇こどもまんなか応援サポーターとは？
　　子どもたちのために何が最も良いことかを常に考え、子どもたちが健やかに成長できるような社会を
実現するという、こども家庭庁の「こどもまんなか」の趣旨に賛同し、自らもアクションに取り組む個
人や地方自治体、団体、企業のことを、こどもまんなか応援サポーターと言います。

〇こどもまんなか応援サポーターになるには？
　　「こどもまんなか」の趣旨に賛同し、今できる身近な取り組み
をするだけです。

　　また、真庭市ホームページでの取組紹介や、「こどもまんなか」
である証として木製プレートのプレゼントをしています。

〇「こどもまんなか」な取り組みの例

問 子育て支援課　℡  0867-42-1054(℻1388）
　  Email：kosodate@city.maniwa.lg. jp

▲申込
フォーム▲木製プレート

▲真庭市
ホームページ

▲真庭市
ホームページ

「家族の日」に開催! こどもまんなかまつり

子ども・子育てにやさしい社会づくり 「こどもまんなか」を考えてみませんか

　子ども・子育て世代、地域の皆さんが、子どもをまんなかに笑顔にな
れるように、地域全体で子どもや子育てを応援しはぐくむ機運を醸成す
ることを目的とした「こどもまんなかまつり」を開催します。来場した
子どもたちにプレゼントもあります（先着順）。

　全ての子どもが、家庭や地域において豊かな愛情に包まれなが
ら、夢と希望を持って、未来の担い手として個性豊かに、たくま
しく育っていけるような環境・社会を作っていくことが重要です。
　この機会に、子どもや子育て中の皆さんを応援し、子どもたちのために最も良いことは何か、「こどもまん
なか」を考えてみませんか。また、「こどもまんなか」に取り組むこどもまんなか応援サポーターになりませんか。

店舗にキッズ
コーナーや子ど
も用の椅子など
を設置する

男性の
育児休業取得
を推進

子どもの看護
や行事でも
気兼ねなく有休
が取れる

こども家庭庁では、子どもや子育て中の人々を社会全体で
支える機運をさらに醸成すべく、11月を秋のこどもまんなか月
間と、内閣府は11月第３日曜日を「家族の日」、その前後各１
週間を「家族の週間」と定めています。
▶家族の日　11月16日㈰　　
▶家族の週間　11月9日㈰～11月22日㈯
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11月の休日急患担当医

2日
・勝山病院・勝山
　0867-44-3161（℻  5331）
・しんまち診療所（内）・勝山
　0867-44-1220（℻  1221）
3日
・金田病院・落合
　0867-52-1191（℻  1917）
・まにわ整形外科（外）・久世
　0867-42-7300（℻  7301）
9日
・湯原温泉病院・湯原
　0867-62-2221（℻  2223）
・まつうら医院（内）・久世
　0867-42-5686（℻  5686）
16日
・勝山病院・勝山
　0867-44-3161（℻  5331）
・みんなのクリニック(内)・久世
　0867-45-0379（℻  0375）
23日
・落合病院（内）・落合
　0867-52-1133（℻  1160）
・金田病院（外）・落合
　0867-52-1191（℻  1917）
・新庄村診療所（内）・新庄村
　0867-56-3255（℻  3256）
24日
・津山中央まにわ病院・勝山
　0867-44-2671（℻  2989）
・杉江医院（内）・落合
　0867-52-3456（℻  3218）
30日
・金田病院・落合
　0867-52-1191（℻  1917）
・松坂医院（内）・久世
　0867-42-3300（℻  3556）
　　　  ～12月～
7日
・湯原温泉病院・湯原
　0867-62-2221（℻  2223）
・本山医院（内）・落合
　0867-52-1551（℻  7172）

診療時間：午前9時～午後5時

11月9日は、令和7年度休日
急患担当医編成表から変更
になっています。問  こども家庭センター   ℡  0867-42-1816 （℻1388）

問  くらし安全課   ℡  0867-42-1017 （℻7455）

真庭市ホームページ▲

真庭市　　  　 
ホームページ▶

　民話「おおきなかぶ」をテーマに、性差に関係なく誰もが暮らしやすい「まち」
を考える講演会とパネルディスカッションを開催します。
　一人一人がつながり、力を合わせることで、よりよい未来を掘り起こして
いくきっかけにしませんか。カフェスペースやキッズスペースもあります。
子どもから大人まで気軽にご参加ください。

　11月は児童虐待防止推進月間です。虐待によって子どもの体や心は傷
つき、健全な成長や発達が妨げられます。子育て中の保護者を見守り支
えることが、児童虐待の予防につながります。

児童虐待防止推進月間
子どもの安全安心と笑顔を守る取り組みを

「おおきなかぶ」
―力を合わせて掘り起こそう！―

▶日　　時　11月30日㈰　午後1時～午後4時30分
▶場　　所　勝山文化センター　▶講師　小安美和さん
▶参 加 費　無料　　▶託児サービス　あり（要予約）
▶申込方法　申込フォーム、または電話で申し込み
▶申込期限　11月21日㈮

申込フォーム▲

●「子どもの４つの権利」をみんなで守りましょう　
　　　　　　　　①たたかれたり、ひどいことを言われない権利　
　　　　　　　②元気に、健康に毎日をすごして成長する権利　
　　　　　　　③保護者から育てられる・守ってもらえる権利　
　　　　　　　④自分の意見を言う・話を聞いてもらえる権利
●しつけのための体罰なら許される？　
　　「子どもの４つの権利」を守りながら子どもの社会性や才能を育てるのが「し
つけ」です。しつけのためと大人が思っていても、子どもの４つの権利を守って
いない行為は「体罰」です。「体罰」は法律で禁止されています。

●私たちにできること　
　　子育て中の親子を見かけたら、優しいまなざしや声かけをしましょう。日頃の
あいさつやちょっとした手伝いが支えになります。心配な様子の親子を見かけた
ら、声かけや相談窓口への連絡をお願いします。子どもの健全な成長のため、み
んなで協力して子どもを守りましょう。

● 児童虐待防止相談窓口 ●
■24時間対応　
・児童相談所全国共通ダイヤル　189（いちはやく）
■平日　
・津山児童相談所　℡  0868-23-5131
　月～金曜日（祝日除く）／午前8時30分～午後5時　
・こども家庭センター、または各振興局へ電話
　月～金曜日（祝日除く）／午前8時30分～午後5時15分　
■土曜日　
・岡山県子ども・家庭電話相談室　℡  086-235-4157　
　月～土曜日／午前9時～午後8時　
■その他の相談先　
・児童相談所相談専用ダイヤル　℡  0120-189-783
・こども家庭庁　親子のための相談LINE

LINEでの相談は
こちらから▶

※個人情報は
　必ず守られ
　ます

Maniwa 10



　

身
近
で
安
心
し
て
相
談
で
き
る

津
山
公
証
役
場
出
張
相
談
会
を
開

催
し
ま
す
。
津
山
公
証
役
場
の
公

証
人
が
、
公
正
証
書
作
成
に
関
す

る
相
談
に
応
じ
ま
す
。
気
軽
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。　

■
日
時　

11
月
11
日
㈫　

午
後
1
時
〜　

■
場
所　

久
世
公
民
館

■
内
容　

・
離
婚
協
議
で
の
養
育
費
や
慰
謝

料
な
ど
に
関
す
る
相
談　

・
自
分
の
老
後
や
親
族
の
介
護
、

認
知
症
な
ど
に
ま
つ
わ
る
財
産
管

理
や
遺
言
、
成
年
後
見
制
度
、
終

活
の
相
談

※
当
日
は
相
談
の
み
で
、
公
正
証

書
の
作
成
は
で
き
ま
せ
ん
。　

■
定
員　

4
組
（
1
組
40
分
）

■
相
談
員　

公
証
人
（
必
要
に
応
じ
て
真
庭
市

女
性
家
庭
相
談
員
、
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
職
員
も
同
席
し
ま
す
）　

■
相
談
料　

無
料　

■
申
込
方
法　

事
前
に
電
話
予
約

■
申
込
期
限　

11
月
7
日
㈮

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

く
ら
し
安
全
課

℡  
0
8
6
7（
42
）1
0
1
7

℻
0
8
6
7（
42
）7
4
5
5

■
真
庭
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
▼

　

高
次
脳
機
能
障
害
講
演
会
を
開

催
し
ま
す
。
高
次
脳
機
能
障
害
は
、

病
気
や
事
故
な
ど
に
よ
り
脳
が
損

傷
を
受
け
た
結
果
、「
考
え
る
」「
覚

え
る
」「
話
す
」「
感
情
を
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
す
る
」
と
い
っ
た
脳
の
高

度
な
働
き
に
支
障
が
出
て
、
次
の

よ
う
な
症
状
が
現
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
外
見
か
ら
は
分
か
り
に

く
い
た
め
、「
見
え
な
い
障
が
い
」

と
も
呼
ば
れ
、
本
人
も
周
囲
も
気

付
き
に
く
く
、
誤
解
さ
れ
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

・
記
憶
障
害　

同
じ
こ
と
を
何
度

も
聞
い
た
り
、
新
し
い
こ
と
が
覚

え
ら
れ
な
く
な
っ
た
り
す
る　

・
注
意
障
害　

集
中
で
き
ず
、
す

ぐ
に
気
が
散
っ
て
し
ま
う　

・
遂
行
機
能
障
害　

計
画
を
立
て

て
行
動
す
る
の
が
難
し
く
な
る　

・
社
会
的
行
動
障
害　

怒
り
っ
ぽ

く
な
っ
た
り
、
感
情
の
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
が
難
し
く
な
っ
た
り
す
る

■
日
時　

11
月
27
日
㈭　

午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分　

■
場
所　
湯
原
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

■
内
容　

講
演
会
と
座
談
会　

演
題　
「
高
次
脳
機
能
障
害
っ
て

何
？
」

講
師　

竹
田
和
也
さ
ん
（
金
田
病

院
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
）

■
参
加
費　

無
料　

■
申
込
方
法　

電
話
、
ま
た
は

フ
ァ
ッ
ク
ス
で
申
し
込
み

※
当
日
参
加
も
で
き
ま
す
。

■
申
込
期
限　

11
月
21
日
㈮

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

・
落
合
病
院
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

℡  
0
8
6
7（
52
）1
1
3
3

℻
0
8
6
7（
52
）3
5
6
5

・
健
康
推
進
課　

℡  
0
8
6
7（
42
）1
0
5
0

℻
0
8
6
7（
42
）1
3
8
8

■
真
庭
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
▼

　

歯
が
痛
く
な
っ
て
か
ら
歯
医
者

に
行
く
と
い
う
人
も
多
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
予
防
の
た
め
に
歯

科
検
診
を
受
け
に
行
く
こ
と
は
必

要
で
す
。定
期
的
な
検
診
に
よ
り
、

虫
歯
や
歯
周
病
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル

を
早
期
に
発
見
し
、
進
行
を
防
ぐ

こ
と
が
で
き
ま
す
。「
歯
が
痛
く

な
い
か
ら
大
丈
夫
」
と
思
っ
て
い

て
も
、
知
ら
な
い
う
ち
に
進
行
し

て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
定
期

的
な
歯
科
検
診
で
、
お
口
の
健
康

を
守
り
、
笑
顔
あ
ふ
れ
る
毎
日
を

過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

■
歯
科
検
診
の
メ
リ
ッ
ト

・
早
期
発
見
・
早
期
治
療　

症
状
が
出
る
前
に
異
常
を
見
つ
け

る
こ
と
で
、
治
療
の
負
担
や
費
用

を
軽
減
で
き
ま
す
。　

・
歯
周
病
の
予
防　

成
人
の
約
8
割
が
か
か
っ
て
い
る

と
さ
れ
る
歯
周
病
も
、
定
期
的
な

チ
ェ
ッ
ク
で
進
行
を
防
げ
ま
す
。

・
口
腔
内
の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ　

歯
石
や
プ
ラ
ー
ク
の
除
去
で
、
口

臭
予
防
や
見
た
目
の
清
潔
感
も

ア
ッ
プ
し
ま
す
。　

・
全
身
の
健
康
管
理　

糖
尿
病
や
心
疾
患
な
ど
、
全
身
の

病
気
と
関
連
す
る
口
腔
環
境
の
改

善
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。　

■
問
い
合
わ
せ
先　

健
康
推
進
課

℡  
0
8
6
7（
42
）1
0
5
0

℻
0
8
6
7（
42
）1
3
8
8

■
真
庭
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
▼

　

私
た
ち
の
暮
ら
し
に
潤
い
を
与

え
る
お
酒
。
し
か
し
、
飲
み
方
次

第
で
は
、
健
康
や
人
間
関
係
、
仕

事
、
家
庭
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
場

面
で
問
題
を
引
き
起
こ
す
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

■
ア
ル
コ
ー
ル
の
影
響

・
健
康
面　

過
度
な
飲
酒
は
肝
臓

病
、
が
ん
、
認
知
症
、
う
つ
病
な

ど
の
リ
ス
ク
を
高
め
ま
す
。　
　

・
社
会
面　

飲
酒
運
転
、
家
庭
内

暴
力
、
虐
待
、
自
殺
な
ど
に
も
深

く
関
係
し
て
い
ま
す
。　
　

・
依
存
症　

ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症

は
自
分
の
意
思
で
は
飲
酒
を
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
で
き
な
く
な
る
「
慢
性

の
脳
の
病
気
」
で
す
が
、
治
療
と

支
援
に
よ
っ
て
回
復
は
可
能
で
す
。

■「
飲
み
過
ぎ
て
い
な
い
か
な
？
」

と
立
ち
止
ま
る
き
っ
か
け
に

　

お
酒
と
の
付
き
合
い
方
を
見
直

す
絶
好
の
機
会
で
す
。「
毎
日
飲

ん
で
い
る
」「
つ
い
飲
み
過
ぎ
て

し
ま
う
」「
家
族
の
飲
酒
が
気
に
な

る
」
な
ど
、気
に
な
る
こ
と
や
困
っ

て
い
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
ぜ
ひ
相

談
窓
口
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
相
談
窓
口

・
健
康
推
進
課　

℡  
0
8
6
7（
42
）1
0
5
0

・
真
庭
保
健
所　

℡  
0
8
6
7（
44
）2
9
9
0

■
真
庭
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
▼

津
山
公
証
役
場
出
張
相
談
会

事
前
に
電
話
予
約
を

高
次
脳
機
能
障
害
講
演
会

見
え
な
い
脳
の
障
が
い

11
月
8
日
は「
い
い
歯
の
日
」

お
口
の
健
康
を
考
え
る
機
会
に

11
月
10
日
〜
16
日
は

「
ア
ル
コ
ー
ル
関
連
問
題
啓
発
週
間
」

お
酒
と
の「
ち
ょ
う
ど
よ
い

距
離
」を
考
え
る
1
週
間
に
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バイオ液肥を使ってみませんか

ごみと資源の
分別ガイドはこちらから

ごみの分別リストと
収集日の確認はこちらから

真庭市役所環境課

源循環

環境課  資源循環対策室

持続可能なまちへ
℡0867-42-1113

資
で

　真庭市では、地域資源であ
る生ごみなどをバイオ液肥に
リサイクルすることで、可燃ご
みの削減を図っています。

生ごみ収集量
目標 175㌧／月

可燃ごみ排出量

310101010. ％％％％％％減減減減減減

156.7トン
140.5トン

R7.9月R6.9月

R7.9月R7.8月

818トン
697トン

（トン）

（トン）

8141414141414. ％％％％％％％減減減減減減減減
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真
庭
市
で
は
、
住
み
慣
れ
た
地

域
で
自
分
ら
し
く
暮
ら
し
続
け
る

た
め
に
、「
い
く
つ
に
な
っ
て
も

い
き
い
き
暮
ら
せ
る
ま
ち
・
ま
に

わ
、
認
知
症
に
な
っ
て
も
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
ま
ち
・
ま
に
わ
」
を

目
指
し
て
い
ま
す
。
認
知
症
に
な

っ
て
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域

づ
く
り
の
た
め
、
私
た
ち
が
で
き

る
こ
と
、地
域
で
取
り
組
め
る
こ
と

を
一
緒
に
考
え
る
研
修
会
で
す
。

認
知
症
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
て
い

な
い
人
も
参
加
で
き
ま
す
。
誰
で

も
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

11
月
29
日
㈯

午
後
1
時
30
分
〜
午
後
3
時
30
分

（
受
付　

午
後
1
時
〜
）

■
場
所　

久
世
公
民
館

■
内
容　

①
講
演　

「
認
知
症
に
な
っ
て
も
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
地
域
っ
て
？
？
」　 

講
師　

新
谷
芳
子
さ
ん
（
美
作
大

学
生
活
科
学
部
社
会
福
祉
学
科　

准
教
授
）

②
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク　

「
私
た
ち
が
で
き
る
こ
と　

地
域

で
取
り
組
め
る
こ
と
」

■
定
員　

80
人

■
参
加
費　

無
料

■
申
込
方
法　

電
話
、
ま
た
は
フ

ァ
ッ
ク
ス
で
申
し
込
み

■
申
込
期
限　

11
月
14
日
㈮　

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

高
齢
者
支
援
課

℡  
0
8
6
7（
42
）1
0
7
4

℻
0
8
6
7（
42
）1
3
9
0

■
真
庭
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
▼

　

蜜
蜂
を
飼
育
す
る
人
（
趣
味
の

範
囲
で
飼
育
し
て
い
る
人
を
含

む
）
は
、
養
蜂
振
興
法
に
基
づ
く

「
蜜
蜂
飼
育
届
」
の
提
出
が
必
要

で
す
。

■
対
象
者　

原
則
、
蜜
蜂
を
飼
育

す
る
全
て
の
人
が
対
象
で
す
。　

※
詳
し
く
は
県
民
局
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。　

■
届
出
期
間　

令
和
8
年
1
月
1
日
㈭
〜
31
日
㈯

■
届
出
事
項　

届
出
者
の
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
、
飼
育
場
所
、

飼
育
予
定
蜂
群
数
な
ど　

■
届
出
方
法　

岡
山
県
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
電
子
申
請
、ま
た
は「
蜜

蜂
飼
育
届
」
の
様
式
を
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
し
提
出

■
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先　

岡
山

県
美
作
県
民
局
農
林
水
産
事
業
部

農
畜
産
物
生
産
課
畜
産
第
二
班

〒
7
1
7
―
8
5
0
1

真
庭
市
勝
山
5
9
1

℡  
0
8
6
7（
44
）7
5
6
4

℻
0
8
6
7（
44
）4
7
5
4

■
岡
山
県

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
▼　

　

今
年
度
の
税
制
改
正
（
基
礎
控

除
の
見
直
し
な
ど
）
を
踏
ま
え
た

年
末
調
整
の
留
意
点
を
説
明
し
ま

す
。
税
務
署
職
員
に
よ
る
動
画
や

ス
ラ
イ
ド
を
使
っ
た
説
明
で
す
。

■
日
時　

11
月
18
日
㈫

・
1
回
目　

午
前
10
時
〜

・
2
回
目　

午
後
1
時
30
分
〜

■
場
所　

久
世
エ
ス
パ
ス
セ
ン
タ
ー　

■
定
員　

各
回
50
人
程
度　

■
参
加
費　

無
料　

■
申
込
方
法　

真
庭
法
人
会
に
電
話
で
申
し
込
み

■
申
込
期
限　

11
月
12
日
㈬

■
主
催　

真
庭
法
人
会
、真
庭
青
色
申
告
会
、

真
庭
間
税
会

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

真
庭
法
人
会

℡  
0
8
6
7（
42
）4
6
5
3

℻
0
8
6
7（
42
）4
3
3
7

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
で
き
る
確

定
申
告
に
つ
い
て
、
税
務
署
職
員

が
動
画
や
ス
ラ
イ
ド
を
使
っ
て
説

明
し
ま
す
。
操
作
方
法
の
説
明
な

ど
を
税
務
署
職
員
が
丁
寧
に
サ

ポ
ー
ト
す
る
の
で
、
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
の
操
作
が
苦
手
な
人
も
安
心

し
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

11
月
18
日
㈫

・
1
回
目　

午
前
11
時
〜

・
2
回
目　

午
後
2
時
30
分
〜

■
場
所　

久
世
エ
ス
パ
ス
セ
ン
タ
ー　

■
定
員　

各
回
50
人
程
度　

■
参
加
費　

無
料　

■
申
し
込
み　

不
要　

■
主
催　

真
庭
法
人
会
、真
庭
青
色
申
告
会
、

真
庭
間
税
会

■
問
い
合
わ
せ
先　

真
庭
法
人
会

℡  
0
8
6
7（
42
）4
6
5
3

℻
0
8
6
7（
42
）4
3
3
7

地
域
包
括
ケ
ア
会
議
研
修
会

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
へ

年
末
調
整
説
明
会

ご
参
加
く
だ
さ
い

ス
マ
ホ
申
告
教
室

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
確
定
申
告

蜜
蜂
飼
育
届
の
提
出
を

蜜
蜂
を
飼
育
し
て
い
る
皆
さ
ん
へ
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富
士
山
は
な
ぜ
日
本
一
の
山
に

な
っ
た
の
か
。
山
陽
新
幹
線
に
は

ど
う
し
て
短
い
ト
ン
ネ
ル
が
た
く

さ
ん
あ
る
の
か
。
こ
の
夏
、
こ
う

し
た
疑
問
に
答
え
て
く
れ
る
本
が

出
版
さ
れ
ま
し
た
。
著
者
は
、
蒜

山
在
住
の
自
然
写
真
家
・
北
中
康

文
さ
ん
で
す
。
自
然
写
真
家
と
し

て
全
国
の
滝
や
川
、
地
形
を
写
し

て
き
た
北
中
さ
ん
に
、
写
真
を
見

せ
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
各
地
の

珍
し
い
地
形
に
つ
い
て
話
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。

■
日
時　

11
月
9
日
㈰　

午
後
2
時
〜
3
時
30
分　

■
場
所　

中
央
図
書
館　

■
講
師　

北
中
康
文
さ
ん
（
写
真
家
）　

■
定
員　

50
人　

■
対
象　

小
学
生
以
上
の
人

■
参
加
費　

無
料　

■
申
込
方
法　

中
央
図
書
館
へ
来

館
、
電
話
、
申
込
フ
ォ
ー
ム
の
い

ず
れ
か
で
申
し
込
み

申
込
フ
ォ
ー
ム
▼

■
問
い
合
わ
せ
先　

中
央
図
書
館

℡  
0
8
6
7（
44
）2
0
1
2

℻
0
8
6
7（
44
）2
0
2
0

■
真
庭
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
▼

　

真
庭
木
材
青
年
協
議
会
は
、
た

く
さ
ん
の
真
庭
産
の
木
材
が
集
ま

る
勝
山
木
材
市
場
を
会
場
に
「
木

材
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
開
催
し

ま
す
。
木
材
に
触
れ
る
体
験
を
通

し
て
、
そ
の
魅
力
を
楽
し
ん
で
い

た
だ
け
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

11
月
9
日
㈰　

午
前
9
時
〜
午
後
3
時　

※
雨
天
決
行
・
荒
天
中
止

■
場
所　

勝
山
木
材
市
場

（
真
庭
市
三
田
2
1
1
）　

■
内
容　
　

・
木
製
キ
ッ
ク
タ
ー
ゲ
ッ
ト
、
木

の
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
体
験
、
ス
マ
ホ
立

て
制
作
な
ど
の
体
験
型
イ
ベ
ン
ト

・
岡
山
県
建
築
士
会
真
庭
支
部
に

よ
る
木
の
家
相
談
室

■
問
い
合
わ
せ
先　

勝
山
木
材
市
場

℡  
0
8
6
7（
44
）2
6
0
0

℻
0
8
6
7（
44
）3
6
8
9

■
真
庭
木
材

青
年
協
議
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
▼

　

チ
ー
ム
の
み
ん
な
で
師
走
の
勝

山
を
駆
け
抜
け
ま
し
ょ
う
。

■
日
時　

12
月
14
日
㈰

午
前
9
時
開
会
（
予
定
）　

■
場
所　

勝
山
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

（
受
け
付
け
、
ス
タ
ー
ト
、
ゴ
ー

ル
地
点
）

■
参
加
費
（
1
チ
ー
ム
あ
た
り
）

・
市
内
小
学
生
、
中
学
生
、
高
校

生
編
成
チ
ー
ム　

千
円　

・
市
外
小
学
生
、
中
学
生
、
高
校

生
編
成
チ
ー
ム　

2
千
円　

・
一
般
社
会
人
チ
ー
ム　

3
千
円

■
申
込
方
法　

申
込
フ
ォ
ー
ム
か
ら
申
し
込
み　

申
込
フ
ォ
ー
ム
▼

■
申
込
期
限　

11
月
11
日
㈫　

午
後
5
時　

■
問
い
合
わ
せ
先　

神
庭
の
滝
駅
伝
競
走
大
会
実
行
委

員
会
事
務
局
（
勝
山
文
化
セ
ン

タ
ー
内
）

℡  
0
8
6
7（
44
）2
0
1
1

℻
0
8
6
7（
44
）2
3
9
9

■
真
庭
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
▼

　

岡
山
県
最
低
賃
金
が
12
月
1
日

か
ら
、
時
間
額
1
0
4
7
円
に
改

訂
さ
れ
ま
す
。
最
低
賃
金
制
度
と

は
、
最
低
賃
金
法
に
基
づ
い
て
国

が
賃
金
の
最
低
限
度
を
定
め
、
使

用
者
は
、
そ
の
最
低
賃
金
額
以
上

の
賃
金
を
労
働
者
に
支
払
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
制
度
で

す
。
最
低
賃
金
に
は
、
岡
山
県
内

の
全
て
の
労
働
者
と
そ
の
使
用
者

に
適
用
さ
れ
る
「
岡
山
県
最
低
賃

金
」
の
ほ
か
に
、
特
定
の
産
業
の

労
働
者
に
適
用
さ
れ
る
「
特
定
最

低
賃
金
」
が
あ
る
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、
岡
山
労
働

局
賃
金
室
へ
電
話
、
ま
た
は
岡
山

労
働
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。　

■
問
い
合
わ
せ
先　

岡
山
労
働
局
賃
金
室　

℡  
0
8
6（
2
2
5
）2
0
1
4

■
岡
山
労
働
局

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
▼

　

陸
・
海
・
空
自
衛
官
を
募
集
し

ま
す
。
詳
し
い
内
容
は
自
衛
隊
岡

山
地
方
協
力
本
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
自
衛
隊
岡

山
地
方
協
力
本
部
津
山
出
張
所
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
募
集
種
目　

①
一
般
曹
候
補
生　

②
自
衛
官
候
補
生　

③
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校

（
推
薦
・
一
般
）　

■
受
付
期
限　

①
11
月
21
日
㈮　

②
11
月
5
日
㈬　

③
推
薦　

11
月
28
日
㈮

　

一
般　

令
和
8
年
1
月
25
日
㈰

■
資
料
請
求　

資
料
請
求
専
用
フ
ォ
ー
ム
で
Ｉ
Ｄ

「
1
0
2
」、
希
望
種
目
を
入
力
し

て
く
だ
さ
い
。

資
料
請
求

専
用
フ
ォ
ー
ム
▼

■
問
い
合
わ
せ
先　

自
衛
隊
岡
山
地
方
協
力
本
部
津
山

出
張
所　

℡  
0
8
6
8（
22
）5
6
3
7

　
（
一
社
）
岡
山
県
自
動
車
整
備

振
興
会
真
庭
支
部
落
合
ブ
ロ
ッ
ク

か
ら
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
6
基
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

木
材
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

木
材
に
触
れ
る
体
験
を

第
33
回
神
庭
の
滝
駅
伝
競
走
大
会

参
加
チ
ー
ム
募
集
中　

岡
山
県
最
低
賃
金

12
月
1
日
改
訂

陸
・
海
・
空
自
衛
官
募
集

ご
応
募
く
だ
さ
い

篤
志
寄
附

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

地
形
の
ナ
ゾ
に
せ
ま
る
！

〜
日
本
列
島
大
地
の
成
り
立
ち
〜

そ
も
そ
も
ト
ー
クvol.6
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第5回山中一揆歴史講座「山中一揆伝承ひなたノ半六」
　一揆当初、頭取徳右衛門と懇意なことから首謀者の一人とみなされていた「ひ
なたノ半六」。51人の処刑にもかかわらず釈放されたことに疑問を抱き、独自の
調査で人物像を解明します。
▶日　　時　11月 8 日㈯　午後 1時30分～　
▶場　　所　湯原ふれあいセンター
▶講　　師　浜子尊行さん（山中一揆義民顕彰会会長）　
▶申込方法　申込フォームから申し込み
▶申込期限　11月 5 日㈬　
▶定　　員　160人程度　　
▶参 加 費　無料

「雪、柿の木坂」上映
　28年前、真庭の若者が一揆のごとく演じた山中一揆の演劇「雪、柿の木坂」の
上映会を開催します。なお、9月に湯原ふれあいセンターで開催した上映会で
は、来場者130人と大変好評でしたので、今回は午前と午後の2回上映します。
▶日　　時　11月30日㈰　 1回目：午前10時～　 2回目：午後 2時～
▶場　　所　中央図書館3階 映像シアター
▶申し込み　不要　
▶定　　員　各回50人程度　
▶参 加 費　無料

▶日時 12月6日㈯　午前10時～午後3時 ▶場所 勝山文化センター

　「音楽で真庭をひと
つに」という思いのも
と21年にわたって親
しまれてきた、市民で
作る市民参加型の音
楽祭です。今年も地元
で活動する団体によ
る吹奏楽、コーラス、
ギター演奏、尺八など
多岐にわたる音楽を
披露します。
▶開催日時
　11月23日㈰
　午前11時30分～
　午後4時
　（午前11時開場）
▶場所
　勝山文化センター
　ポンテホール　
▶参加費　無料　
▶事前申込　不要
▶問い合わせ先　
真庭音楽祭実行委員会
（真庭青年会議所内）
　TEL0867-42-4453
※問い合わせ受付日時
　月～金曜日
　午前10時～午後4時

真庭市
ホームページ

Let’s Enjoy
Music!

～みんなでつくる音楽祭～

真庭
音楽祭

問  湯原振興局地域振興課　℡  0867-62-2011(℻2097）
　  Email：chiiki_yb@city.maniwa.lg. jp

真庭市
ホームページ▶ 

真庭市ホームページ▶ 

真庭市
ホームページ▶ 

申込
フォーム▶ 

年内最後の歴史講座 「雪、柿の木坂」上映

　年内最後の歴史講座を開催します。講師は山中一揆義民顕彰会の浜子会長
です。講座終了後には、交流型体験プログラム「湯原っしい」の企画で、生演
奏をバックに「徳右衛門さん」の歌を合唱する「ザ・パレード・山中一揆」のお披
露目もあります。また、11月30日には中央図書館で「雪、柿の木坂」を上映します。

　社会でその人らしく生活をするために、地域でできることは何かを考え
る講演会を開催します。また、福祉との出会いの１日になるよう、福祉事
業所のマルシェも同日開催します。

11月の
関連イベント

問  福祉課   ℡  0867-42-1581 （℻1369）

「ルネッサーンス」のフレーズとワ
イングラスでの貴族のお漫才でお
なじみ、山田ルイ53世さんによる、
自身のひきこもり経験についての
講演会を開催します。
▶時間　午前10時30分～正午

「障がいのある人もない人も、子ど
もから高齢者まで、みんながごちゃ
まぜで楽しめる」マルシェイベント
です。
▶時間
　午前10時～午後3時

山田ルイ53世講演会 ないまぜマルシェ

Well beingな真庭
 ～しあわせな地域づくりに向けて～
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令和７年度
全国および岡山県学力・学習状況調査  真庭市結果概要
　全国および岡山県学力・学習状況調査（以後全国
調査・県調査と標記）は、児童生徒の学力や学習
状況を把握・分析し、教育施策の改善や、子どもた
ちへの指導の充実に役立てるための1つの指標とし
て活用しています。現在の子どもたちの状況ととも
に、真庭市の教育の方向性をお知らせします。

◯各教科の正答率から見る成果と課題
　国語では、漢字の読み書きや言葉の意味を答える問題の
正答率が高かった一方、資料を用いて説明したり、文章の
構成を考えたりする問題に課題が見られました。算数では、
分数の計算など、資料を読み取る問題に課題が見られまし
た。数学では、文字式を用いた説明などの問題に課題が見
られ、無回答率も全国値よりも高い傾向にありました。オ
ンラインで行われた中学校理科は、思考力、判断力、表現
力を問う設問の正答率が高くなりました。英語では、中学
１年生でアルファベットの読み書きや英作文の正答率が高
く、小学校の取り組みの成果が見られました。

◯ 「わかる」 を「できる」につなげるための授業改善
　「授業がわかる」と答えた児童生徒の割合は、例年と同様
に高くなっています。丁寧で子どもたちに寄り添った授業が
行われていることが分かりますが、一方で、自分の力を客観
的にとらえ、学びを調整することに課題が見られます。授
業中に学習内容の定着を図る時間を確保することで児童生
徒が自分に合った「学び方」を身に付けられるよう、授業
改善に取り組みます。また、真庭市では一人一台端末を必
要に応じて活用するスキルも高まってきており、学習用のア
プリを使って個別に学んだり、考えを共有したりするような
場面も増えてきています。子どもたちが多様な学び方の中か
らそれぞれに合ったものを自分で選択・決定することがで
きる個別最適な学びの実現を引き続き目指していきます。

○真庭市の目指す「共育」の実現に向けて
　「人が困っているときは、進んで助けている」「地域や社
会を良くするために何かしてみたいと思っている」と答え
た児童生徒の割合は全国値を大きく上回っています。地域
の皆さんが学校の教育活動に温かく関わってくださってい
ることが、これらの成果をあげるための大きな助けとなっ
ています。今後も、ユニバーサルデザインを取り入れた学
習環境づくりや、教職員の研修などを通してインクルーシ
ブ教育の充実を図り、誰もが「学校に行くのは楽しい」と
思えるような学校を目指します。真庭市が目指す教育の理
念である「協育　みんなで育て合う」「郷育　ふるさとを
知り、ふるさとへの思いを育てる」「響育　互いのよいと
ころを育て合う」は学校、家庭だけでは完成しません。真
庭市全体で「共育」に取り組んでいきたいと考えています。
市民の皆さんのご理解とご協力を改めてお願いします。

問  学校教育課　
　  ℡  0867-42-1087（℻1416）  

真庭市ホームページ▶

全国調査
　対象：小学校 6 年生および中学校 3 年生
　内容：国語、算数／数学、理科、質問調査
　※質問調査および中学校理科はCBT（コンピュータ上で実
施されるテスト）にて実施

県調査　
　対象：小学校 3 、4 、5 年生および中学校 1 、2 年生
　内容：国語、算数/数学、英語（中学校のみ）、質問紙調査

質問項目 学年 小6 中3
地域や社会をよくするために何かして
みたいと思いますか

真庭市 88.2 81.6
全　国 81.3 75.3

※ 「当てはまる」「どちらかといえば当てはまる」
　と答えた児童生徒の割合 （％）

▼地域や社会に関する質問項目 【全国調査】

質問項目 学年 小6 中3
人が困っているときは、進んで助けて
いますか

真庭市 96.6 93.5
全　国 93.7 90.9

▼豊かな心に関する質問項目 【全国調査】

※ 「当てはまる」「どちらかといえば当てはまる」
　と答えた児童生徒の割合 （％）

ぜひ家庭でも、子どもたち
が学習時間を確保できるよ
うな声かけをお願いします。

質問項目 学年 小6 中3

国語の授業の内容はよく分かりますか 真庭市 86.1 85.2
全　国 82.8 77.0

算数／数学の授業の内容はよく分か
りますか

真庭市 82.8 74.1
全　国 78.3 70.3

▼授業ついての質問項目 【全国調査】

学年 小学校6年生 中学校3年生
項目 国語 算数 理科 国語 数学 理科IRT
真庭市 65.0 53.0 56.0 52.0 40.0 500
全　国 66.8 58.0 57.1 54.3 48.3 503

▼児童生徒の平均正答率およびスコア 【全国調査】

学年 小学校3年生 小学校4年生 小学校5年生
項目 国語 算数 国語 算数 国語 算数
真庭市 68.6 74.4 67.5 71.3 64.2 62.8
全　国 67.7 75.6 66.8 72.4 66.2 67.9

▼児童の平均正答率 【県調査】

学年 中学校1年生 中学校2年生
項目 国語 数学 英語 国語 数学 英語
真庭市 61.5 66.3 80.1 62.4 49.0 49.2
全　国 64.5 66.8 81.4 65.0 53.6 51.3

▼生徒の平均正答率 【県調査】

てはまる」
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◎テーマは
「伝統」です。
雑煮を食べたり初詣をした
りと新年を祝う伝統行事の
ほか、我が家だけにある伝
統があれば200字程度でお寄
せください。
◎川柳の兼題は
「目標」です。

お便り・川柳は、同封のは
がきをご利用ください。締
め切りは11月25日㈫です。

　

朝
夕
だ
ん
だ
ん
と
涼
し
く
な
っ

て
き
て
、
夕
方
か
ら
は
秋
の
虫
の

音
色
が
聞
こ
え
て
冬
に
近
づ
い
て

い
る
な
ぁ
と
感
じ
る
こ
こ
最
近
。

そ
ん
な
中
い
ち
早
く
始
ま
っ
た
我

が
家
の
冬
支
度
は
、
飼
い
猫
の
換

毛
期
。
抱
き
上
げ
る
と
服
に
付
く

毛
を
見
て
、
冬
支
度
が
始
ま
っ
た

か
…
と
思
う
と
と
も
に
、
ま
だ
半

袖
の
パ
ジ
ャ
マ
の
自
分
と
の
差
に

季
節
の
変
わ
り
目
を
な
お
さ
ら
実

感
し
ま
す
。
朝
の
寒
さ
に
負
け
て

仕
事
は
冬
服
に
し
た
も
の
の
、
ク

ロ
ー
ゼ
ッ
ト
の
中
は
夏
物
が
ぎ
っ

し
り
。こ
れ
を
入
れ
替
え
る
の
か
、

猫
の
衣
替
え
は
気
軽
で
い
い
な
、

と
ふ
と
思
っ
た
自
分
に
笑
い
ま

し
た
。
日
中
も
も
う
少
し
涼
し
く

な
っ
た
ら
、
重
い
腰
を
上
げ
て
衣

替
え
を
し
よ
う
か
と
思
い
ま
す
。

猫
で
は
な
く
、
自
分
の
。

　

冬
支
度
と
い
え
ば
、
毎
年
恒
例

の
こ
た
つ
と
の
再
会
で
す
。
押
し

入
れ
か
ら
引
っ
張
り
出
す
た
び

に
、「
あ
れ
、
去
年
も
こ
ん
な
に

重
た
か
っ
た
っ
け
」
と
つ
ぶ
や
き

な
が
ら
格
闘
。
や
っ
と
設
置
し
た

と
思
っ
て
も
、
次
は
「
あ
れ
、
電

源
コ
ー
ド
ど
こ
だ
っ
け
」。
自
分

で
し
ま
っ
た
は
ず
な
の
に
、
家

じ
ゅ
う
を
大
捜
索
す
る
の
が
毎
年

の
お
約
束
で
す
。
よ
う
や
く
ス

イ
ッ
チ
を
入
れ
て
、
じ
ん
わ
り
温

も
り
が
広
が
る
瞬
間
の
幸
せ
と

い
っ
た
ら
も
う
…
。
そ
し
て
気
づ

け
ば
、
み
か
ん
と
お
菓
子
、
テ
レ

ビ
の
リ
モ
コ
ン
が
並
び
、
冬
の
陣

が
完
成
で
す
。
し
か
し
、
一
度
入

る
と
最
後
、
出
ら
れ
な
く
な
る
の

も
毎
年
同
じ
。
私
の
冬
支
度
は
、

ぬ
く
ぬ
く
ぐ
う
た
ら
生
活
の
準
備

な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

お便り
お待ちしています！
メールの場合は
koho@city.maniwa.lg.jp

《1月号読書の広場》

  

今
月
の
テ
ー
マ

  「
冬
支
度
」

▲PN たいようさん ▲PN アイスコーヒーさん ▲PN 桃子ひーさん

　もっと詳
くわ

しく知
し

りたい場
ば

合
あい

は、真
ま

庭
にわ

市
し

発
はっ

達
たつ

発
はつ

育
いく

支
し

援
えん

センターにお問
と

い合
あ

わせください。 TEL：0867-42-1080　Email：hattatsu@city.maniwa. lg. jp

真
ま

庭
にわ

市
し

発
はっ

達
たつ

発
はつ

育
いく

支
し

援
えん

センターでは、電
でん

話
わ

や面
めん

談
だん

で
発
はっ

達
たつ

や特
とく

性
せい

に関
かん

する相
そう

談
だん

をお受
う

けしています。例
たと

えば、
ことばが遅

おそ

い、対
たい

人
じん

面
めん

の苦
にが

手
て

さがある、園
えん

や学
がっ

校
こう

の
集
しゅうだんせいかつ

団生活がうまくいかないなど、生
せい

活
かつ

の中
なか

での困
こま

りごとや不
ふ

安
あん

などが
あれば、発

はっ

達
たつ

発
はつ

育
いく

支
し

援
えん

センターの『相
そう

談
だん

支
し

援
えん

』をご利
り

用
よう

ください。ご
本
ほん

人
にん

やご家
か

族
ぞく

に寄
よ

り添
そ

い、対
たい

応
おう

のアドバイスや情
じょうほうていきょう

報提供を行
おこな

います。
主
おも

なものでは、発
はっ

達
たつ

支
し

援
えん

コーディネーターによる園
えん

・学
がっ

校
こう

と連
れん

携
けい

し
た相

そう

談
だん

支
し

援
えん

、臨
りんしょう

床心
しん

理
り

士
し

による発
はっ

達
たつ

相
そう

談
だん

など、専
せんもんしょく

門職が関
かん

係
けい

機
き

関
かん

と
連
れん

携
けい

・協
きょうりょく

力しながら、ご本
ほん

人
にん

やご家
か

族
ぞく

が安
あん

心
しん

して生
せい

活
かつ

を送
おく

れるよう、
サポートします。相

そう

談
だん

は無
むりょう

料ですので、気
き

軽
がる

にご連
れん

絡
らく

ください。

発
はっ

達
たつ

発
はつ

育
いく

支
し

援
えん

センターってなぁに？

「
我
が
家
の
冬
支
度
」

PN
雪
男
も
猫
も
黒
が
最
推
し
さ
ん（
西
河
内
）

「
毎
年
の
お
約
束
」

PN
ナ
マ
ケ
モ
ノ
さ
ん（
台
金
屋
）
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森
もり

岡
おか

柚
ゆ

乃
の

ちゃん
R6. 11.1生まれ（台金屋）
○応  不二子さん （曾祖母）

黒
くろ

田
だ

珠
す

惟
い

くん
R6. 11.8生まれ（阿口）
○応  静穂さん（母）

野
の

村
むら

美
み

月
つき

ちゃん
R6. 11.18生まれ（月田）
○応  康平さん・晴美さん（両親）

平
ひら

  結
ゆ

那
な

ちゃん
R6. 11.4生まれ（下呰部）
○応  有希さん・美紀さん（両親）

上
うえ

山
やま

緒
お

斗
と

くん
R6. 11.12生まれ（上中津井）
○応  克美さん（祖父）

井
い

口
ぐち

心
こ

遥
はる

ちゃん
R6. 11.27生まれ（久世）
○応  敬介さん・奈々さん（両親）

髙
たか

野
の

瑞
みず

生
き

くん
R6. 11.4生まれ（上水田）
○応  拓也さん・奈津季さん（両親）

廣
ひろ

瀬
せ

元
げん

心
しん

くん
R6. 11.15生まれ（下方）
○応  晃大さん・弥玖さん（両親）

谷
たに

本
もと

響
ひび

暉
き

くん
R6. 11.27生まれ（目木）
○応  翔太さん・彩子さん（両親）

その他にもこの広報に挟まれている「番組表」に詳しくご紹介しています。
今月も真庭いきいきテレビをどうぞご覧ください。

MITホームページ
二次元コード▶ 

◆なんとむかしがあったげな
民話を伝える活動に励むグループの協力で、2 カ月に 1 度ほどのペースで
お送りしている番組です。現在、「蒜山語りの会おきなぐさ」「民話クラ
ブてるてる坊主の会」の語り手が出演しています。言葉遣いや間の取り
方など、語り手の個性も民話の魅力です。お楽しみください。
◆文化情報キャッチ
エスパスや真庭市立図書館の行事、よく借りられた本などを紹介してい
ます。今年度からは新たに、よく借りられた本として雑誌も紹介してい
ます。料理や手芸など、さまざまな種類の雑誌があります。図書館へ行っ
て、読んでみてはいかがでしょうか。

二次元コードから
入力フォームを開
くことができます。

★対象★
発行月に1歳の誕生日を迎えら
れる市内在住のお子さん。
★応募期限★
誕生月の前の月の10日まで
★掲載内容★
❶お子さんの写真❷氏名（ふりが
な）❸生年月日❹住所❺応募者
のお名前と続柄
★応募および問い合わせ先★
総合政策部秘書広報課
〒719-3292 真庭市久世2927-2
TEL0867-42-1163 （FAX1353）
E-mail：koho@city.maniwa.lg. jp
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ダ
ン
ス
の
授
業
楽
し
か
っ
た
よ

　

石
田
一
平
さ
ん（
蒜
山
下
徳
山
）

　

ガ
ー
デ
リ
・
カ
リ
ン
さ
ん

（
蒜
山
上
長
田
）

　

ダ
ン
ス
が
好
き
で
学
校
の
運
動

会
な
ど
で
も
毎
回
踊
り
を
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
。
セ
レ
ノ
グ
ラ

フ
ィ
カ
の
先
生
に
い
ろ
い
ろ
な
楽

し
い
動
き
を
教
え
て
も
ら
え
て
、

踊
り
で
み
ん
な
と
盛
り
上
が
れ
て

よ
か
っ
た
で
す
。
ま
た
み
ん
な
で

踊
り
た
い
し
、
こ
ん
な
に
楽
し
い

授
業
が
も
っ
と
た
く
さ
ん
あ
れ
ば

な
と
思
い
ま
し
た
。
こ
の
日
習
っ

た
さ
ま
ざ
ま
な
踊
り
方
を
、
今
後

ダ
ン
ス
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
ら
取

り
入
れ
て
い
き
た
い
で
す
。

伝
統
文
化
を
学
び
ま
し
た

沖
田　

陸
さ
ん（
後
谷
）

　

富
原
小
学
校
の
授
業
で
蒜
山
地

域
に
伝
わ
る
郷
原
漆
器
の
絵
付
け

を
体
験
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
は

漆
器
の
こ
と
は
知
ら
な
く
て
伝
統

文
化
や
工
芸
品
に
興
味
は
あ
ま
り

な
か
っ
た
け
ど
、
講
師
の
蒜
山
郷

土
博
物
館
の
前
原
館
長
や
郷
原
漆

器
の
館
の
デ
ィ
ロ
ン
グ
館
長
の
話

を
聞
い
た
り
、
絵
付
け
を
し
た
り

し
て
い
く
う
ち
に
興
味
が
出
て
き

ま
し
た
。
郷
原
漆
器
が
4
0
0
年

前
か
ら
伝
わ
っ
て
い
る
の
を
知
っ

て
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
は
物
を
大
切
に
し
た
い
し
、
絵

付
け
を
し
た
漆
器
は
持
っ
て
帰
っ

て
お
か
ず
を
乗
せ
て
食
事
を
楽
し

み
た
い
で
す
。

ご
み
の
再
資
源
化
を
学
ん
だ
よ

東
郷
朔
久
さ
ん（
江
川
）

　

授
業
で
ご
み
の
分
別
に
つ
い
て

学
ん
だ
の
で
、
も
っ
と
ご
み
に
つ

い
て
勉
強
し
た
い
と
思
い
、
ま
に

く
る
ー
ん
祭
に
来
ま
し
た
。
暮
ら

し
の
循
環
セ
ン
タ
ー
で
は
生
ご
み

を
集
め
て
バ
イ
オ
液
肥
に
し
て
い

る
こ
と
や
、
缶
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

な
ど
も
上
手
に
分
別
す
れ
ば
い
ろ

い
ろ
な
製
品
に
な
る
こ
と
を
知
り

驚
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
分
別

す
る
時
に
余
計
な
も
の
が
入
ら
な

い
よ
う
気
を
付
け
た
い
で
す
。

真庭市立蒜山図書館

今月のおすすめの本

〒717-0504 真庭市蒜山下福田305
TEL0867-66-7880 FAX0867-66-7881
開館時間 9:00~18:00 
休館日 毎週月曜日､年末年始

無農薬、無化学肥料で庭づく
りをしてきた植木屋さんが、
長年の経験と観察をもとにあ
みだした、農薬を使わない虫
対策のコツを豊富な虫の写真
とともに紹介。自然農薬の作
り方や使い方、オーガニック
ガーデナーのための豆知識も
掲載しています。

『虫といっしょに！オーガニックな庭づくり』
曳地トシ、曳地義治／著　築地書館

犬がしっぽをふるのは、翻
訳すると「とってもうれし
い」ってこと。お母さんの
いってらっしゃいは、「元
気なただいまをまってる
よ」ってこと。言葉がなく
ても心と心で通じ合う、犬
と男の子の物語です。

『ほんやくすると』
斎藤倫、うきまる／著　くの まり／絵　ブロンズ新社

『実はおもしろい古典のはなし』
三宅香帆、谷頭和希／著　笠間書院
著者 2人による中高生向け古
典教養バラエティー番組「放
課後の古典ラジオ」を書籍化。
平安文学から江戸文芸まで、
教科書に載っている古典をひ
たすら読みなおして２人で
しゃべってみました。「古典」
と聞いただけで眠くなる…そ
んなあなたにおすすめです。

『はじめてのサイエンス  しお』
セシル・ジュグラ、ジャック・ギシャール／著
ローラン・シモン／絵　山本萌／訳　NHK出版
塩水を使って卵を浮かせて
みよう。海水から塩をぬい
てみよう。塩で火山を作っ
てみよう。「しお」を使った
楽しい実験で、遊びながら
「科学の基礎」が身に付く
本です。

▲ PN 私もこしあん派さん ▲ PN ヨモギマルさん
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もっと手話のことを
知りたい時は

真庭いきいき
テレビを見よう

真庭いきいきテレビのコーナー「手話でしゅ
わわせ」では、日常で使える手話などを紹介
しています。

MITホームページ▶

真庭市公式YouTube▶

●毎月第３火曜日
　ほっとまにわいどチャンネルで
　放送中

かんたん
手話講座
問  福祉課  ℡0867-42-1581（℻1369）

今月の手話
『勤労感謝』

手話：久世手話サークルやまびこ  太才力子さん

今回の手話を
動画で見てみよう

8115 （℻1369）

みんな
で

やろう！

勤労（仕事）
手のひらを上に、胸の前で中指を突き合
わせるように両手を構え、体の外側に離し
ては近づける動きを２回行います（書類
仕事の手話）。

感謝
片手の甲の上に、反対の手を垂直に乗せ、
上に上げます（ありがとうの手話）。

感謝
片手の甲の上に、反対の

せるように両手を構え、体の外側に

勤労感謝』
：久世手話サークルやまびこ  太才力子

勤労
手の
わせ
のひらを上に、
せるように両手を構え

労（仕事）
のひらを上に、 突き合

に離し
前で中指を突
体の外側に

前で中指を突胸の前
手を構え
胸の前

ど
忘
れ
を
し
た
字
へ
揺
れ
る
ペ
ン
の
先　

横
山
と
も
子　
　
　

久
世

忘
れ
ん
よ
う
飲
み
会
だ
け
は
赤
で
書
き　

酔
翁　
　
　
　
　
　

勝
山

若
き
日
の
気
持
ち
忘
れ
て
尻
に
敷
く　
　

お
た
ん
こ
ナ
ー
ス　

社

オ
イ
と
呼
び
連
れ
添
う
妻
の
名
を
忘
れ　

黒
田
典
男　
　
　
　

久
世

も
の
忘
れ
ア
レ
で
済
ま
せ
る
平
和
か
な　

小
谷
義
孝　
　
　
　

月
田

す
べ
て
忘
子
供
に
な
っ
た
親
を
看
る　
　

中
島
幸
江　
　
　
　

月
田

と
き
め
き
も
恋
も
忘
れ
た
老
い
の
道　
　

梨
沙　
　
　
　
　
　

杉
山

忘
れ
物
種
目
に
あ
れ
ば
我
が
金　
　
　
　

ヤ
マ
ド
リ　
　
　
　

上
水
田

忘
れ
な
い
心
に
残
る
亡
母
の
愛　
　
　
　

こ
す
も
す　
　
　
　

上
水
田

忘
れ
な
い
田
畑
見
に
行
き
鍬
を
振
る　
　

中
山
春
子　
　
　
　

本
庄

忘
れ
物
孫
か
わ
い
さ
に
届
け
ま
す　
　
　

竹
井
雪
江　
　
　
　

勝
山

炊
飯
の
予
約
忘
れ
て
時
を
ま
つ　
　
　
　

す
ず
め　
　
　
　
　

上
水
田

孫
の
顔
覚
え
て
い
る
が
名
を
忘
れ　
　
　

春　
　
　
　
　
　
　

久
世

若
き
日
に
忘
却
映
画
に
あ
こ
が
れ
て　
　

𠮷
原
節
子　
　
　
　

落
合
垂
水

忘
れ
物
届
け
た
事
は
内
緒
に
し　
　
　
　

か
し
子　
　
　
　
　

樫
東

枕
も
と
忘
れ
ら
れ
な
い
娘
の
む
す
び　
　

ふ
み
こ　
　
　
　
　

下
方

ね
ぎ
ら
い
の
言
葉
一
つ
に
労
忘
れ　
　
　

有
若
日
出
子　
　
　

勝
山

〈
軸
吟
〉
忘
れ
物
防
止
の
カ
バ
ン
を
置
き
忘
れ　

佐
藤　

彰

北房小児童がぶどうを収穫
上水田地区の小田農園で北房小の３年生を対象に毎年行われている、ぶ
どう作りの体験授業。７月に袋掛けや土づくりをしたぶどうが食べ頃にな
り、収穫した甘いぶどうを児童たちは笑顔で味わっていました。

今
月
の1枚

川柳  「忘れる」 選：北房川柳会　佐藤　彰さん

▲ PN 少女Aさん
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る
と
、
来
場
者
、
特
に
子
ど
も
た
ち
が
楽
し
そ
う
に
し
て

お
り
、
と
て
も
や
り
が
い
を
感
じ
た
そ
う
で
す
。

　
「
今
後
は
、
来
た
人
が
体
験
で
き
る
も
の
を
少
し
ず
つ

取
り
入
れ
て
い
き
た
い
で
す
。
11
月
に
2
回
目
の
鉄
道

模
型
シ
ョ
ー
を
開
催
し
ま
す
し
、

そ
の
後
も
3
回
、4
回
と
続

け
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
」
と
意
欲
を
見

せ
る
藤
田
さ
ん
。
好

き
な
こ
と
を
生
か
し

た
活
動
が
、
地
域
の

笑
顔
に
つ
な
が
っ
て

い
き
ま
す
。

ま
に
わ
鉄
道
模
型
シ
ョ
ー
を
初
開
催

　

今
年
6
月
、
鉄
道
模
型
の
展
示
・
走
行
会
『
ま
に
わ
鉄

道
模
型
シ
ョ
ー
』
が
初
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
企
画
し
た
の

は
、鉄
道
模
型
を
こ
よ
な
く
愛
す
る
藤
田
鴻
汰
さ
ん
で
す
。

「
レ
ー
ル
の
継
ぎ
目
で
カ
タ
ン
コ
ト
ン
と
音
が
鳴
る
と
こ

ろ
や
、
実
際
の
景
色
に
近
づ
け
た
ジ
オ
ラ
マ
と
組
み
合
わ

せ
る
と
本
当
に
そ
こ
に
い
る
よ
う
に
感
じ
る
と
こ
ろ
が
、

鉄
道
模
型
の
魅
力
で
す
ね
」
と
目
を
輝
か
せ
ま
す
。

　

藤
田
さ
ん
は
2
0
2
2
年
に
就
職
を
機
に
茨
城
県
か
ら

真
庭
へ
移
住
し
ま
し
た
。
建
築
関
係
の
専
門
学
校
で
学
ん

で
い
た
こ
と
か
ら
、
木
材
・
建
築
に
関
わ
る
仕
事
に
携
わ

り
た
い
と
考
え
て
い
た
そ
う
で
す
。
就
職
活
動
中
、
真
庭

で
の
二
拠
点
生
活
を
紹
介
す
る
オ
ン
ラ
イ
ン
フ
ォ
ー
ラ
ム

に
参
加
し
た
と
こ
ろ
、
木
材
産
業
が
盛
ん
な
こ
と
や
、
人

と
の
交
流
が
活
発
な
こ
と
に
引
か
れ
、
実
際
に
真
庭
を
訪

れ
た
上
で
移
住
を
決
め
ま
し
た
。

も
っ
と
皆
さ
ん
に
喜
ん
で
も
ら
い
た
い

　

藤
田
さ
ん
が
鉄
道
模
型
シ
ョ
ー
を
企
画
し
た
き
っ
か
け

は
、
昨
年
、
幻
の
路
線
『
南
勝
線
』
を
題
材
に
し
た
イ
ベ

ン
ト
に
参
加
し
た
こ
と
で
し
た
。
そ
の
後
、「
自
分
も
何

か
鉄
道
で
地
域
を
盛
り
上
げ
る
イ
ベ
ン
ト
を
し
た
い
」
と

思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
イ
ベ
ン
ト
に
鉄
道
模
型
を
出
展
す

る
チ
ャ
ン
ス
が
巡
っ
て
き
ま
す
。「
出
展
す
る
と
、
子
ど

も
た
ち
に
と
て
も
好
評
で
、
も
っ
と
皆
さ
ん
に
喜
ん
で
も

ら
い
た
い
と
思
い
、
ま
に
わ
鉄
道
模
型
シ
ョ
ー
を
企
画
し

ま
し
た
」
と
振
り
返
り
ま
す
。
そ
し
て
6
月
に
初
開
催
す

藤田  鴻汰   
Fujita Fujita 　   　   KotaKota

2025
69

第 1回まにわ鉄道模型ショー
の様子

茨城県出身。製造業勤務。幼少期のクリスマスプレ
ゼントがきっかけで鉄道模型を好きになる。住んで
いる地域の車両を集めることがこだわり。鉄道に乗
ることも好きで、姫新線では勝山駅から新見方面の
渓谷沿いの区間が好き。休日は鉄道での旅行や、ド
ライブ、音楽・アニメ鑑賞などを楽しむ。11月9日に第
2回まにわ鉄道模型ショーを開催予定。

藤田  鴻汰さん （久世）

コレクションの一部



　

皆
さ
ん
は
自
分
の
足
の
動
脈
の

拍
動
を
触
知（
手
で
触
っ
て
確
認
）

し
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。
手
首

で
脈
を
診
る
こ
と
は
知
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
下
肢
で
も
脈
を
触
知
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

触
知
す
る
に
は
次
の
部
位
を
人

差
し
指
、
中
指
、
薬
指
の
3
本
を

そ
ろ
え
て
軽
く
押
さ
え
ま
す
。
①

大だ
い

腿た
い
動
脈
は
足
の
付
け
根
の
や
や

内
側
で
触
知
、
②
膝し
っ
窩か

動
脈
は
膝

を
両
手
で
抱
え
る
よ
う
に
し
て
膝

裏
で
触
知
、
③
後こ
う

脛け
い

骨こ
つ
動
脈
は
内

く
る
ぶ
し
の
内
側
後
ろ
で
触
知
、

④
足そ
く

背は
い
動
脈
は
足
の
第
1
趾し

と
第

2
趾
の
間
を
指
3
本
分
ほ
ど
上
方

お話：廣惠医院  院長  廣惠　亨さん
　　   問  TEL 0866-52-5020（FAX5664）

足の動脈硬化について

知
っ
て
ほ
し
い
動
脈
硬
化
の
症
状

足
で
も
脈
を
確
認
で
き
ま
す

自
分
の
足
を
触
知
し
て
み
よ
う

死
し
て
し
ま
う
と
い
っ
た
こ
と
が

起
こ
り
、
切
断
の
リ
ス
ク
が
高
く

な
り
や
す
い
た
め
、
さ
ら
に
注
意

が
必
要
で
す
。
時
に
心
臓
の
中
な

ど
で
で
き
た
血
の
塊
（
血
栓
）
や

血
管
の
壁
に
つ
い
た
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
な
ど
脂
肪
の
塊
（
プ
ラ
ー

ク
）
が
血
流
に
乗
り
、
動
脈
硬
化

で
狭
く
な
っ
た
動
脈
を
詰
ま
ら
せ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。そ
の
際
は
、

「
足
が
青
白
く
冷
た
く
な
り
脈
が

触
れ
な
く
な
る
」、「
激
し
い
痛
み
」

な
ど
の
症
状
が
急
に
出
て
き
ま

す
。
そ
の
ま
ま
放
置
す
る
と
足
が

壊
死
し
、
切
断
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
く
な
る
こ
と
も
あ
る
た
め
、
こ

の
よ
う
な
症
状
が
出
た
場
合
は
、

緊
急
に
医
療
機
関
を
受
診
し
て
く

だ
さ
い
。

　

い
っ
た
ん
生
じ
た
動
脈
硬
化
は

元
の
状
態
に
戻
す
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。
加
齢
は
避
け
よ
う
の
な
い

リ
ス
ク
で
す
が
、
そ
の
他
の
原
因

に
関
し
て
は
早
め
の
治
療
や
生
活

習
慣
の
改
善
を
す
る
こ
と
で
リ
ス

ク
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

動
脈
硬
化
は
全
身
の
あ
ら
ゆ
る

動
脈
で
起
こ
り
得
ま
す
。
足
の
動

脈
硬
化
性
病
変
の
あ
る
人
は
脳

塞
や
心
筋

塞
の
リ
ス
ク
も
あ
る

こ
と
も
忘
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

歩
け
な
く
な
っ
た
り
す
る
（
間
欠

性
跛は

行こ
う
と
い
う
）
な
ど
の
症
状
が

見
ら
れ
ま
す
。
進
行
す
る
と
安
静

に
し
て
い
て
も
足
の
痛
み
が
出
た

り
、
足
に
傷
が
で
き
て
治
り
に
く

か
っ
た
り
、
血
流
が
途
絶
え
壊え

死し

し
て
し
ま
っ
た
り
す
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

　

歩
行
時
の
足
の
痛
み
（
間
欠
性

跛
行
）
は
腰
の
病
気
（
腰
部
脊
柱

管き
ょ
う
さ
く

狭
窄
症
な
ど
）
で
も
見
ら
れ
る

症
状
で
す
が
、
腰
か
ら
く
る
場
合

は
症
状
が
出
る
ま
で
に
歩
け
る
距

離
が
そ
の
都
度
違
い
ま
す
。一
方
、

動
脈
狭
窄（
閉
塞
性
動
脈
硬
化
症
）

が
原
因
の
場
合
、
歩
行
で
き
る
距

離
は
毎
回
ほ
ぼ
同
じ
で
、
一
定
距

離
歩
く
と
足
が
だ
る
く
な
り
、
さ

ら
に
歩
く
と
徐
々
に
足
が
痛
く
な

り
歩
け
な
く
な
り
ま
す
。
少
し
休

む
と
ま
た
普
通
に
歩
け
る
よ
う
に

な
り
ま
す
が
、
一
定
の
距
離
を
歩

く
と
同
じ
症
状
が
出
て
き
ま
す
。

歩
け
る
距
離
も
狭
窄
の
程
度
が
強

い
ほ
ど
短
く
な
っ
て
き
ま
す
。
特

に
数
百
㍍
程
度
で
症
状
が
出
る
よ

う
な
場
合
は
、
早
め
の
治
療
を
お

勧
め
し
ま
す
。
な
お
、
糖
尿
病
な

ど
で
は
足
の
指
な
ど
の
細
い
血
管

が
詰
ま
る
こ
と
が
多
く
、
傷
が
で

き
て
治
ら
な
い
、
黒
く
な
っ
て
壊

に
ず
ら
し
た
位
置
で
触
知
で
き
ま

す
。

　

す
べ
て
良
好
に
拍
動
が
触
知
で

き
れ
ば
、
あ
な
た
の
足
の
血
流
は

正
常
で
す
。
脈
が
触
れ
に
く
い
場

合
は
動
脈
が
狭
く
な
っ
て
い
た
り

詰
ま
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
例
え
ば
、
足
の
付
け
根
で
は

拍
動
が
触
知
で
き
て
も
膝
以
下
の

脈
は
触
知
で
き
な
い
場
合
、
足
の

付
け
根
よ
り
先
の
動
脈
が
詰
ま
っ

て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。原

因
は
、ほ
ぼ
動
脈
硬
化
で
す
。

　

加
齢
に
伴
う
変
化
が
動
脈
硬
化

の
大
き
な
原
因
で
す
が
、
他
に
も

高
血
圧
、
脂
質
異
常
症
、
糖
尿
病

な
ど
の
生
活
習
慣
病
、
喫
煙
、
肥

満
、
過
度
の
飲
酒
と
い
っ
た
生
活

習
慣
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
動
脈
の

内
側
の
壁
が
傷
つ
き
、
そ
こ
に
コ

レ
ス
テ
ロ
ー
ル
な
ど
が
沈
着
す
る

こ
と
で
壁
が
厚
く
な
り
、
血
管
内な
い

腔く
う
が
狭
く
な
り
血
の
流
れ
が
悪
く

な
り
ま
す
。
こ
れ
が
閉
塞
性
動
脈

硬
化
症
で
す
。
足
に
十
分
な
血
液

が
流
れ
な
く
な
る
た
め
足
が
冷
た

く
な
っ
た
り
、
歩
い
た
時
に
足
、

特
に
ふ
く
ら
は
ぎ
の
痛
み
が
出
て

動
脈
硬
化
の
原
因
と
症
状

注
意
す
る
べ
き
足
の
痛
み

今
日
か
ら
予
防
に
取
り
組
も
う

①

②

③

④
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10
月
19
日
、
禾
津
地
区
の
河
原
で
山
中

一
揆
劇
団
の
公
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
山

中
一
揆
は
江
戸
時
代
中
期
に
現
在
の
旭
川

上
流
地
域
で
起
き
た
農
民
騒
動
で
、
来
年

で
3
0
0
年
を
迎
え
ま
す
。
こ
の
歴
史
を

未
来
へ
つ
な
い
で
い
こ
う
と
、
山
中
一
揆

義
民
顕
彰
会
は
今
年
8
月
か
ら
市
内
外
の

有
志
と
共
に
活
動
し
て
き
ま
し
た
。
訪
れ

た
人
た
ち
は
、
か
つ
て
こ
の
地
で
起
こ
っ

た
一
揆
の
歴
史
に
思
い
を
は
せ
な
が
ら
、

迫
真
の
演
技
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。
公

演
は
来
年
も
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

9
月
29
日
、
蒜
山
中
学
校
に
京
都
府
を

拠
点
に
活
動
す
る
ダ
ン
ス
グ
ル
ー
プ
「
セ

レ
ノ
グ
ラ
フ
ィ
カ
」
の
隅
地
栞
歩
さ
ん
と

阿
比
留
修
一
さ
ん
が
訪
れ
、
生
徒
と
一
緒

に
ダ
ン
ス
楽
し
み
な
が
ら
、
そ
の
魅
力
と

技
術
を
伝
授
し
ま
し
た
。
始
め
は
緊
張
や

恥
ず
か
し
さ
か
ら
動
き
の
小
さ
か
っ
た
生

徒
た
ち
も
、
ダ
ン
ス
で
自
分
の
感
情
を
自

由
に
表
現
し
な
が
ら
気
持
ち
を
ほ
ぐ
し
、

最
後
に
は
そ
れ
ぞ
れ
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
振
り

付
け
を
作
っ
て
友
達
と
一
緒
に
踊
る
時
間

を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

演劇の一幕

思いきり手を伸ばして楽しく表現する生徒たち

歴
史
を
演
劇
で
つ
な
ぐ

山
中一揆
劇
団   

初
回
公
演

ダ
ン
ス
の
魅
力
と
技
術
を
学
ぶ

蒜
山
中
学
校
ダ
ン
ス
ア
ウ
ト
リ
ー
チ

飲食の屋台で買い物 おいしい果物を味わって 帰り道は彼岸花と共に

雨上がりのマルシェ

ヒガンバナをめでるマルシェヒガンバナをめでるマルシェ
「ひがんばなマルシェ」 初開催「ひがんばなマルシェ」 初開催

　

地
元
で
採
れ
た
野
菜
や
果
物
な
ど
を
販
売
し
て
い
た

催
し
が
、
今
年
初
め
て
飲
食
の
屋
台
も
集
ま
り
、9
月

28
日
と
10
月
5
日
に
マ
ル
シ
ェ
と
し
て
川
東
公
演
で
開

催
。
実
行
委
員
会
で
は
彼
岸
花
が
き
れ
い
に
見
え
る
よ

う
に
年
3
回
草
刈
り
を
行
っ
て
い
て
、
手
を
か
け
た
甲

斐
も
あ
り
、
美
し
い
彼
岸
花
が
辺
り
を
赤
色
に
染
め
て

い
ま
し
た
。
初
日
は
朝
か
ら
大
勢
の
人
が
訪
れ
あ
っ
と

い
う
間
に
品
物
が
売
り
切
れ
と
な
り
、5
日
は
雨
も
上

が
っ
た
青
空
の
下
、
訪
れ
た
人
た
ち
が
の
ん
び
り
と
買

い
物
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
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まちの話題

　

10
月
11
日
に
全
農
岡
山
県
本
部
総
合
家

畜
市
場
で
畜
産
共
進
会
が
開
か
れ
、
県
内

各
地
の
選
抜
会
を
勝
ち
抜
い
た
肉
用
牛
51

頭
が
出
品
。
審
査
は
月
齢
や
出
産
経
験
の

有
無
な
ど
に
よ
り
6
つ
の
部
門
に
分
か
れ

て
行
わ
れ
、
発
育
状
態
や
肉
付
き
の
良
さ

な
ど
を
見
ま
し
た
。
共
進
会
は
牛
の
改
良

の
成
果
を
競
い
、
品
質
の
向
上
を
図
る
こ

と
を
目
的
に
開
か
れ
て
い
て
今
回
で
80
回

目
で
す
。
出
品
者
同
士
で
の
交
流
も
見
ら

れ
、
更
な
る
技
術
の
向
上
と
畜
産
業
の
発

展
が
期
待
さ
れ
る
日
と
な
り
ま
し
た
。

　

10
月
11
日
、
岡
山
県
北
の
県
立
高
校
8

校
が
志
願
者
確
保
を
目
的
に
岡
山
市
内
の

大
型
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
で
Ｐ
Ｒ
イ
ベ

ン
ト
を
開
き
ま
し
た
。
勝
山
高
校
蒜
山
校

地
と
高
梁
城
南
高
校
が
広
く
県
内
か
ら
志

願
者
を
集
め
る
た
め
去
年
初
め
て
開
き
、

今
回
が
2
回
目
で
し
た
。
真
庭
市
内
か
ら

は
勝
山
高
校
蒜
山
校
地
の
ほ
か
勝
山
高
校

勝
山
校
地
と
真
庭
高
校
看
護
科
も
参
加
し

て
い
て
、
各
学
校
の
ブ
ー
ス
で
は
職
員
や

生
徒
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
の
良
さ
や
特

徴
を
熱
心
に
説
明
し
て
い
ま
し
た
。

選抜会を勝ち抜いた牛

蒜山校地のブースで説明を受ける様子

二宗恒子さん（目木）が 9
月22日に百歳を迎えられま
した。昔話をすることが好
きで、毎日の楽しみは朝食
の味噌汁。住み慣れた真庭
で人と人の関わりを感じな
がら生活することが長寿の
秘けつとのことです。

真庭市出身で真庭署の交通
安全大使に就任した、レー
シングライダーの松岡玲選
手が秋の交通安全運動にあ
わせた啓発活動を実施。蒜
山地域を訪れていたライダ
ーやドライバーに安全運転
を呼びかけました。

9/22

9/21

人との関わりを感じながら暮らす

松岡選手が安全運転呼びかけ

大会を開いているスポ少美
甘支部バレーボール部が今
年度で廃部が決まっている
ことに伴い、招待大会が今
回で幕を下ろします。参加
した市内 8チームが全力で
試合に取り組み、最後の大
会を熱く盛り上げました。

9/23 美甘招待バレーボール大会

真庭市内外の総合型地域ス
ポーツクラブが集まり、モ
ルックの大会が開かれまし
た。小学生から80代まで幅
広い年代の人たちが参加し、
お互いのプレーを称え合い
ながら、会場に朗らかな笑
いを響かせていました。

10/13 スポーツで楽しく親睦深める

県
内
各
地
か
ら
自
慢
の
牛
が
集
合

第
80
回
岡
山
県
畜
産
共
進
会

県
北
の
高
校
を
知
っ
て
！

県
北
高
校
留
学
フ
ェ
ア

築澤克美さん（草加部）が
9月25日に百歳を迎えられ
ました。いつも笑顔で、明
るく元気に過ごされている
そうです。好きなことをし
て、 3食きちんと食事をす
ることが長寿の秘けつとの
ことです。

9/25 いつも笑顔で明るく元気に
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今
年
も
冬
が
や
っ
て
き
ま
す
。
最

近
は
夏
が
長
く
、
暑
さ
が
和
ら
い
だ

と
思
っ
た
ら
、
あ
っ
と
い
う
間
に
寒

く
な
る
の
で
、
ち
ょ
う
ど
い
い
季
節

が
短
い
で
す
ね
。
季
節
の
変
わ
り
目

は
服
装
選
び
が
難
し
く
、
朝
は
長
袖

必
須
で
も
、
昼
に
は
半
袖
で
汗
を
か

く
こ
と
も
。
暑
が
り
か
つ
寒
が
り
と

わ
が
ま
ま
な
私
は
、
そ
の
日
の
気
温

に
合
わ
せ
て
重
ね
着
で
工
夫
し
て
い

ま
す
（
よ
く
選
ぶ
の
を
失
敗
し
て
い

ま
す
が
）。 

村
松

　

ふ
と
気
づ
く
と
、
あ
っ
と
い
う
間

に
1
日
ど
こ
ろ
か
4
月
か
ら
は
7
カ

月
。
広
報
紙
も
、
も
う
決
算
の
お
知

ら
せ
月
で
す
。
真
庭
市
の
歳
入
と
歳

出
に
つ
い
て
、
気
に
な
る
と
こ
ろ
は

あ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。
金
額
が
大
き

く
て
も
小
さ
く
て
も
、
ど
の
事
業
も

皆
さ
ん
か
ら
の
税
金
な
ど
を
使
用
し

て
真
庭
市
の
将
来
に
向
け
て
使
わ
れ

て
い
る
も
の
。
う
ち
の
家
計
簿
も
こ

の
く
ら
い
し
っ
か
り
審
議
と
分
析
さ

れ
た
ら
改
善
す
る
か
な
あ
。 

柿
本

▲よこやまさわさん
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